








己 兵 が , ステ ルス 戦闘 機 が 侍 が , ICBM が , 
戦い を 繰り 広げ る …… o 
そん な 「 シ ヴィ ライゼーション 皿 | の 真 の 主役 は , 
" 修 久 の 歴史 "だ 。 
その , あま り に も 長い 時 間 の 中 で , 
ある 文明 は 戦争 に 明け 暮れ 。 ある 文明 は 汚職 に まみ れ て 消え て いく 。 
最後 に 世界 の 員 者 と な る の は , 果たし て どの 文明 な の だ ろう か 。 


自分 の 手 で 紡い だ 歴 喝 が どの よう な 結末 を 迎え で も , 悲し むこ と は な い 。 
NR クミ GIOSSOAUSURUNUSAON 
あり 得 な い の だ か ら …… ま 






「 麻 薬 の よう 20 世紀 最高 の コン ピュ ー タ ゲー ム 」]「PC は ,。 この ソフ ト を 遊ぶ た め に 
ある 」 …… こ れ ら は すべ で , ! シ ヴィ ライ ゼー ショ ン シ リ ー ズ 『 に 向け られ た 言 業 だ 。 
シリ ー ズ 最新 作 の 「 シヴィライゼーション ダ 完全 目 本 語 版 ] も また , シド ・ マ イヤ 
ー ブ ラ ンド に 恥じ ぬ , 超絶 的 な ゲー ム バ ラン ス で 我々 を 楽し ませ て くれ る 。 カエサル 
に , ジャ ン ヌ ・ ダ ルク に , そし て 徳川 家康 に な り , キミ だ け の 歴史 を 作っ て ほし い 。 
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っ Chapter1 9 








ゲー ム を 始め る 前 に 知っ て お きた いこ と 


シヴィライゼーション 想 は , そう 簡単 に は ゲー ム オ ー バ ー に な ら な い の で , 何 も 知ら な い 状 態 で プレ イ し て も ある 程 
度 は 楽し む お こと が で きる 。 と は いっ て も , いく つか の 要点 を 知っ で お くだ け で グッ と ゲー ニム が ラク に 』 そし て 
^ 楽 し く " な る も の だ 。Chapter1 で は , そう いっ た ~ ゲ ー ム を 始め る 前 に 知っ て お きた いこ と ? を 紹介 し よう 。 








「 ど の 文明 が 一 番 強い の か ?」。 ご こ 
れ は , な か な が 難し い 問 題 だ 。 中 級 
者 以上 で も 「 好 み の 文 明 ] こ そ あ れ , 
「 間 違い な く こ の 文明 が 一 番 ] と 言い 
切れ る 人 は 少な い だ ろ う 。 こ れ は 別 
に 文明 に 限 つ た 話 で は な く て , シ ヴ 
ィ イラ イ ゼ ー シ ョ ン (以下 , CIiV3) 
で は どん な 選択 肢 に も 一 長 一 短 が あ 


② の だ 語 6GIVS が 2 の 50 
ンス が よい 証拠 で は ある が , まっ た 
く の 初 心 者 は 。「 ど れ が 正しい 攻略 
法 か 分 か ら な い 」 と いつ た 悩み を 抱 
えて し まう か も し れ な い 。 

も ちろ ん 正解 な ん て な い の だ が , 
状況 や プレ イス タイ ル に よっ て は , 
ベス ト と 呼べ る 選択 肢 が ある 。 で は , 


どの 文明 が 自分 に と つて ベス ト な の 
か 旬 上 マ 










月 の "| 

この ペー ジ で は , 6 種 の 性 格 に つ 
いて 紹介 し て お く 。 そ れ ぞ れ の 文明 
は , 必ず この 中 の 二 つ の 性 格 を 持つ 
の だ 。 性 格 に つい て ある 程度 理解 し 
た だ たら 次 ペー ジ に 進 ぞ う 。 


が , 文 上 























































































男 メ リッ ト 固 最 初 か ら 使え る 固 メ リッ ト 男 最 初 か ら 使え る 
・ 都 市 ご と に 商業 の ボー ナス あり 科学 技術 ・ 訟 族 の 村 か ら 手 に 入る も の の 質 が 向上 する 講 笠 法 術 
<i 間 ・ 汚職 レベ ル が 低い ・ ア ルフ ァ ベ ッ ト Ei/R 菩 。 ・ 庄 侯 コ ニッ ト を 生産 で きる ・ 陶器 
業 ー 上 人 
折 志 議 則 単 に いえ ば 。 都市 ご と の 稼ぎ が 増え る 性 格 だ 。 還 志 に の 0 いた め 、 
6 8 8 但 。 B と め 。 序 
CiV8 の 金 は , 序 巡 か ら 終 能 まで 重要 で あり 続け 人 由 人 は の 店 に 到 ら は 
各 1 生 2 全 Do 四 回 較 人 の マッ プ 探 索 に 便利 な の だ 。 探索 時 に 見 つ 
軸 示 だ つた ろ ら M に 軸 0 た 診 族 の 村 か ら も ら え る モノ も 豪華 で 、" ス ター 
0 ーー ン ト ダッ シュ "に 向い て いる 。 
お 固 メ リッ ト 
で の ・ 加 関連 の 9 に 可 な ツー ルド が りな い 還 が か 全 
52 に 2 洒 | ・ ユ ニッ ト が , 戦 半 時 に ラン クア ッ プ する 可能 性 が 高 議 計 記 
E/ 國 人 口 の 多い 都市 に シー ルド ボー ナス ・ 建築 軍 ・ 避 直道 0「 車内 
4 
導 の 事 
ー ト 02 NR 由 a 科 時 人 6 な 話 . 戦争 に 勾 い 性 格 だ 。 ユ ニッ ト が ガン 
2 識 速 いと いう こと 。 労働 者 の 仕事 も 速い た め , 文 0 OO 
回 較 明 の 進歩 で 一 歩 先 みん じ る こと が 可能 に な る だ ろ の 
これ も また , 序 騰 か ら 終 骨 ま で 役に立つ 性 池 ニー に PESRPSRI SL 
0 | 生 
回 メリ ッ ト 
男 メ リッ ト 男 最 初 か ら 使え る EN 画 最 初 か ら 使え る 
剛 議 | Oih 避 半 に 下 な シー ルド が ウ な い 還 利 洒 NE ED 2 こつ 還 還 
に < 六 。 ・ 手 政和 状態 に な っ て も 1 ター ン で 回復 ・ 葬 備 2 222 - 青銅 
」 
人 この 人 格 が な い 文明 は . 失態 が フタ ー ン 時 代 は 全部 で 四 つ な の で 最後 まで ゲー ム を 進 
折 示 較 先 く 。 だ か ら 舞 政府 状態 の デメ リッ ト を 限り な め た と き に 三 つ の 科学 技術 を 研究 な し に 発見 す 


る こと が で きる 。 …… と 考え る と , さほど 大 き 
な メリ ッ ト で は な さそ うだ 。 し か し 科学 的 な "者 
市 改善 "も , 図書 館 や 大 学 な ど 非常 に 重要 な も の | 


く ゼ 口 に する 宗教 志向 は , 政治 体制 を し ば し ば 
変更 する 人 に お 勧め だ 。 ま た , 寺院 や 聖堂 な ど 
宗教 的 な "都市 改善 "に は 重要 な も の が 多い こと 
も 見 逃 せ な い 。 


可 






































= Chapter1 : の 計 ム を 
て に 






16 も の 文明 と , その 指導 者 た ち 





Civ3 に は , 16 の 文明 が 存在 する 。 
まだ た 川 シ ウ ィ ライ セ ピ ニ シ ョ ン I ブ 
レイ ザ ワー ルド ]」 (以下 ,PtW) で は 
8 種 の 文明 が 追加 され , 合計 24 文 明 
が 存在 する (以下 ,Civ3 と PtW で 数 
字 が 違う 場合 , カツ コ 内 に PtW で の 
数 字 を 記載 する ) 。 も ちろ ん , どの 
文明 に も それ ぞ れ 特徴 が あり , 簡単 
に 優 才 は つけ られ な い 。 だ か ら 「 好 
み で 選ぶ ] と いう の も いい だ ろう 。 

文明 ご と の 指導 者 名 , 性 格 , そ し 
て その 文明 固有 の 特殊 ユニ ッ ト を 下 
記 で 表 に し た の で , 好み の 文明 を 決 
め る の に 役立て て ほし い 。 

ちな み に 指 導 者 に 関し て は , 誰 を 
選ん で も プレ イ す る うえ で は あま り 
違い は な い 。 イ ンド で ガン ジー だ か 
ら と いつ っ て, 戦争 で き な い こと は な 
い の だ 。 指導 者 ご と の 違い は , 顔 グ 
ラフ ィ ッ ク と 名 前 程度 。 も ちろ ん , 
~ 見 た 目 " で 選ぶ と いう の も アリ だ 
が 、 重 要 な の は , 前 ペー ジ で 解説 し 
た "性 檜 "。 例 えば "拡張 志向 "で ^ 科 
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特 珠 ユニ ッ ト ノ ペー ス ユ ニッ ト 


学 志向 "な ロシア は , 序 骨 こ そ 楽 だ 
が , 時 代 が 進む に つれ て メリ ッ ト が 
少な く な り , ほか の 文明 に 後 れ を と 
る こと が 多い 。 逆 に " 勤 盟 志向 "や 
~ 商 業 志向 "と いっ た 恒久 的 な メリ ッ 
ト の ある 性 栓 を 持つ 文明 は , 最終 的 
に プレ イ が 楽に な りや すい わけ だ 。 

特殊 ユニ ッ ト は , うま く 使 えば 有 
効 な も の も ある 。 例 えば 日 本 の ^ 侍 ” 





mm ツー アテ 
p.88 か ら の Chapter5「 天 帝 へ | 6 ie 
の 道 」 の 著者 が お 勧め の フラ ン 

ス 。 初 心 者 か ら 上 級 者 まで 使 

いや すい 文明 だ 





は , 攻撃 力 が 4, 防御 力 が 4。 さら 
に 移動 力 ま で 2 あり , 中 世 で は 最強 
ONIGOOONB 三 ウド 大 語 ラ ルン 
ス の ' 鉱 士 隊 "も , 敵 に 回 す と や っ 
か いな ユニ ッ ト で ある 。「 ど の 時 代 
に 戦争 を 仕掛 ける か ?」 と いう 戦略 
に 合わ せ て , その 時 代 の 特殊 ユニ ッ 
ト を 持つ 文明 を 選ぶ と いう の も , 一 
つの 方 法 で は ある だ ろう 。 


日 本 の 指導 首 は , この 徳川 (に は 見 え 
な い が .……)。 軍事 志向 & 宗 教 志向 は , 
初心 者 で も プレ イ し や すい 
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| 性 格 | 特殊 ユニ ッ ト ノ ベース ユ ニッ ト 
















































































































































































































呈 。 アス テカ 志向 | ジャ ガー 戦士 (1.1.8) | 中 国 勤労 志向 | モン ゴル 騎兵 * (4.3.8) 
( 正 シ ジテ スマ) 宗教 志向 | 戦士 (1.1.1) (毛沢東 ) 科学 志向 | 騎士 (4.3.8) 
アメ リカ 勤労 志向 | F15(8.4.6) ドイ ツ 軍事 志向 | パン ツァ ー 戦 車 (16.8.3) 
(リン カー シン) 拡張 志向 | ジェ ッ ト 戦 闘 機 (.4.6) (ビス マル ク ) 科学 志向 | 戦車 (16.8.2) 
| 語 拡張 志向 | マン ノウ ォ ー(8.82) 日 本 向 | 侍 (448) 
昌 ( ロ リ ザ ベ ス )| 商業 志向 | フリ ゲー ト 艦 (8.4) (徳川 宗教 志向 | 騎士 (4.3.8) 
較 イロ コイ 拡張 志向 | 騎馬 戦士 (3.1.5) バビ ピロ ニア 宗教 志向 | バビ ロニ ア 詞 兵 (8.8.1) 
層 放 (ハイ アワ サ ) 宗教 志向 騎乗 兵 (8.1.8) (人 ハン ムラ ビ ) 科学 志向 旨 展 ( ら lil) 
| イン ド 宗教 志向 | 軍用 象 (4.3) ウララ ンス 勤労 志向 | 鉱 土 隊 (3.4.1) 
(ガン ジー) 商業 志向 | 騎士 (4.3.8) (ジャ ン ヌ ダル ク ) 商業 志向 | マス ケッ ト 兵 (8.4.1) 
EE ジジ / ド 勤労 志 貼 装 戦車 兵 ( ら .1.8) 5 ベル シャ 不死 隊 (4.8.1) 
全 (クレ オ パ ト ドラ ) 宗教 志向 | 戦車 兵 (1.1.8) 疾 (クセ ルク セス ) 商業 志向 | 剣士 (3.2.1) 
ドリ ジッ 科学 志向 | 装甲 歩兵 (1.3.1) ロー マ 勤労 志向 団 兵 (3.3.1) 
(アレ キサ ンダー) 商業 志向 | 槍 兵 (1.8.1) (カエ サル ) 志向 | 會 土 (3.8.1) 
ズー ルー 軍事 志向 | イン ピ (1.8.8) k ロシア 拡張 志向 | コサック 兵 (6.4.3) 
拡張 起 向 | 槍 兵 (1.8.1) 疾 | (エカテリーナ) 科学 志向 | 騎兵 隊 (6.3.3) 





























※PtW で は ,「 席 表 崎 ] と な り ま す 














七 不思議 は , 生産 する と プレ イ が 
楽に な る も の ば か り 。 も し 生産 し な 
いと , いずれ ライ バル 文明 が その 思 
恵 を こう むる こと に な る わけ で , や 
は り 困 り も の だ 。 も し 余裕 が ある の 
な ら , 七 不思議 は 積極 的 に 生産 する 
よう に し よう 。 

と ころ で Civ シ リー ズ の ファ ン な 
ら ご 存じ の 通り , 七 不 思 議 と いつ て 
も 全部 で 七 つ し か な いわ け で は な 
い 。Civ3 に は , 世界 に 唯一 無 二 の 
大 七 不思議 と , 文明 ご と に 生産 可能 
な 小 七 不思議 が あり , 両方 を 足す と 
34 (35) も の 不思議 が 存在 する こと 
に な る の だ 。 リーダー" を 使う こ 
で 何 度 か ライ バル 文明 を 出し 抜く こ 
と が で きる と は いえ , さす が に すべ 
て 生産 する の は 不可 能 に 近い 。 

七 不思議 の 中 に は , その 文明 を 黄 


内 務 担当 相 


拉 々 の 9 有 は 黄 移 期 を 表 え まし た 〒! 





文明 に 合っ た 七 不 思 議 を 作る こと で , 黄金 期 に 突 
入 し た 。 黄金 期 の 間 に ラ イ バ ル 文明 を 追い 抜き , 
追い 越し こし まお う 















小 七 不 思 議 の ギル ガメ ッシュ 叙事詩 を 生産 する と , 
リー ダー が 誕生 し や すく な る 。 リ ー ダ ー を 使え ば . 
七 不思議 を 含 お すべ て の 生産 物 を 「 完 成 まで 残り 1 
ター ン 」 の 状態 に する こと が で きる 。 多 く の 不 思 議 
を 狙う な ら , ギル ガメ ッシュ 旋 事 詩 は 有効 だ 




















金明 に する も の が ある 。 例 えば ` 軍 
志向 "の 性 格 を 持つ 文明 で "孫子 の 
兵法 "を 生産 する と , 黄金 期 に 入る 
の だ 。 黄金 期 は 20 タ ー ン 続き , そ 
の 間 は すべ て の 都市 で 通常 より 多く 
の ` シ ー ル ド ” と 商業 ” が 産出 され 


ゲ レ イ し て 









下記 で , 万 人 に と つっ て 重要 と 思わ 

れる 七 不思議 を 選ん で 載せ て みた 。 
も し 順番 で 悩む こと が あれ ば , ここ 
に 載っ つて いる も の を 優先 的 に 生産 し 
て ほし い 。 ま た , 自 文明 で 生産 で き 
な けれ ば , その 七 不思議 を 生産 し た 
都市 を 奪う と いう 手 が あ る 。 こ こ に 
載せ た も の は , 戦争 し て で も 手 に 入 
れる 価値 が ある も の ば か り だ 。 


大 七 不 思 議 


世界 に た だ 一 つ し か 存在 し な い " 七 不思議 "は , 全 24 (25) 種類 。 自 文明 で 生産 中 に ライ バル 文 





明 が その 大 七 不思議 を 完成 させ る と , 自 文明 で は 生産 を 中 止 する ハメ に な っ て し まう の だ 。 


ピラ ミッ ド 
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| コスト: 400 同じ 大 陸 内 の 自 文明 の 全都 市 で 、" 表 物 " 
保守 : 0 の 効果 が 得 ら れる 。 軍 資金 分 約 の た め 。 ピ 
文化 : 4 か ラミ ッ ド が 完成 し た ら , 恩恵 を こう お る す 

| 必要 科学 技術 : 建築 べ て の 都市 の 吉 物 庫 を 売却 し て お こう 。 

| 孫子 の 兵法 
コス ト : 600 同じ 大 陸 内 の 自 文明 の 全都 市 で "兵舎! の 
保守 : 0 効果 が 得 ら れる 。 生 資金 節約 の た め 、 孫子 
文化 : 6 か の 兵法 が 完成 し た ら , 恩恵 を こう お る すべ 
必要 科学 技術 : 封建 制 ” て の 都市 の 兵 含 を 売却 し て お こう 。 
フー バー ダム 
コス ト : 800 同じ 大 陸 内 の 自 文明 の 全都 市 で 水力 発電 
保守 : 0 所 ' の 効果 が 得 ら れる 。 こ れ も 同 様 に 。 完成 
文化 : 6 か 後に 該当 する 水力 発電 所 を 売却 し よう 。 な お , 
必要 科学 技術 : 電子 工学 。 生産 する に は 都市 園 に 河川 が 必要 。 
アレ クサ ンド リア 図書 館 
コス ト : 400 それ まで に 出会っ た 二 つ の ライ バル 文明 か 


間 人 R き :Qo 
文化 :6 ゅ 


必要 科学 技術 : 文学 


ら , 知っ て いる すべ て の 科学 技術 を 獲得 す 
る 。 だ か ら そ れ ま で 科学 技術 で 後 れ て いた 
と し て も , これ で 一 気 に 逆 転 で きる わけ だ 。 


小 七 不思議 
文明 ご と に 一 つ ず つ 生産 で きる "不思議" は, 全 10 種類 。 ラ イ バ ル 文明 に 関係 な く 生 産 で き 
る た め , ほとん どの 不思議 は そう 焦っ て 作る こと は な い だ ろ う 。 


コス ト : 200 
保守 : 0 
六 作 : ら ゆり 





hapter1 : 
* ょ ああ 


必要 条件 : 都市 を 8 つ 以 上 
(マッ プ サ イ ズ 標 準 の 場合 ) 


首都 と 同じ 機能 を 果たす 。 つ まり 紫禁城 を 
建て た 都市 と 。 そ の 近く の 都市 の 浪費 と 汚 
職 が 減る 。 そ の 分 収入 も 増え る わけ だ 。 こ 
こ ぞ と いう 場所 に 早め に 建て て お こう 。 


2 た る 





地形 の 特徴 を 掴 も う | 
新しく ゲー ム を 始め た と き , 人 に 
よっ て は 開拓 者 の 周り の 地形 を パッ 
と 見 て すぐ その ゲー ム を 終了 させ る 
こと が ある 。 開拓 者 の 周り に 都市 建 
築 に 向い た 土地 が な いと , いい 土地 
を 探し て いる 数 ター ン ぶ ん , ライ バ 
ル 文 明 に 後 れ を と つて し まう か ら で 





いい 場所 ・ 1 






























| 都市 と 都市 と の 間隔 | 
「 ど れ く らい の 間隔 で 都市 を 建て れ 
ば いい の か ?」 と いう の も , 初心 者 
が 悩む 問題 の ー つ だ 。 し か し これ も 
また , 答え を 出す の が 非常 に 難し い 。 
例え ば 都市 同士 を 密 項 させ る と , 
税収 の 効率 は いい し , 当分 の 間 汚 職 
と 浪費 も 少な い 。 ま た , ユニ ッ ト が 
都市 間 を 移動 する の が 楽 な の で , ラ 
イ バ ル 文明 が 攻め て き て も 防衛 し や 
すい わけ だ 。 し か し せっ か く の 領 土 
エリ ア が 重 な つ て し まう た め , 都市 








や は り 基 本 は 平原 か 草原 。 
道路 を 作る 前 か ら 移動 が 楽 
だ し , 資源 も いい 。 そ し て 
地形 を 改善 し や すい か ら だ 。 
また 河川 に 面 し て いる と , 
生産 に 手 ま ど る "上 水道 "を 
生産 する 必要 が な く て の ち 
の ち け っ こう 楽 。 


食料 が 欲し けれ ば , な ん と 
いっ て も 泊 洋 原 。 こ れ も シ | 
韻 一 ル ド は 採れ な い が , 池 
且 譜 すれ ば 計 4 も の 食料 が 手 に 
入る 。 た だ し 不 衛生 な の で 。 自 
"公衆 衛生 "を 発見 する まで 

は 避け よう 。 ま た 森林 は 食 
料 も シー ルド も 生み 出す 。 


ある 。 そ れ ぐ らい 重要 な わけ だ 。 
具体 的 に は , 周り の 地形 が 砂漠 や 
ジル に ラ の に 2 らち) 同 (ニク ーー 
ム (Ctrl 填 Shift 寺 0 キー) す る べき だ 
ろう 。 ジ ャ ング ル や 山岳 の 真っ 只 中 
も , キツ い 。5 タ ー ン 以内 に いい 場 
所 が 見 つか ら な けれ ば , や は りや り 
直し 。 で は , どん な 場所 に 建て る べ 
き な の だ ろう か ? 


の 数 の 割 に 支配 し て いる 土地 の 面積 
は 少な いし , 一 つ ひ と つの 都市 に 入 
る 食料 や シー ルド が 減 つ て し まう 。 
また マッ プ の サイ ズ に も よる が , 自 
文明 の 都市 の 数 が 増え すぎ る と , 全 
都市 に 汚職 と 浪費 が 墓 延 す る 。 だ か 
ら , 都市 同士 を 密着 させ すぎ る と , 
終盤 に か な り 苦 労 す る の だ 。 

逆 に 都市 同士 を 離せ ば , 当然 多く 
の 都市 が 首都 か ら 遠 く な っ て 汚職 と 
浪費 が 増え る し , 管理 や 防衛 が 大 変 
に な る 。 ど ちら に し ろ 「 帯 に 短 し 
た すき に 長 し 」 な の で ある 。 


いい 場所 ・ ら 


人 | 上 思 議 は 海岸 沿い の 部 市 
請 計 関し の 生生 で さ な い 。 了 








新規 で ゲー ム を 始め る と き に , 地球 齢 を 30 億 年 
に し て し まう と 山 だ ら け の マッ プ に な る の で 注意 






海岸 は シー ルド こそ 生み 出 
さ な い が , 商業 ボー ナス が 
ら あ る 。 ま た , 港 や ー 部 の 





『 は 鉱山 を 作る こと で , 1 ス 
ク あ 眉 あ 坊 OG2 二 必 民 
入手 可能 な うえ , 食料 も 1 
手 に 入る 。 





砂漠 や ツン ドラ は 問題 外 。 
土地 改善 の た め の , 労働 者 
を 生産 する こと すら 困難 だ 
ろう 。 ま た ジャ ング ル の 近 
くも な に か と 危険 だ 。 ジ ャ 
ング ル と 森林 と は 違う た め 
都市 を 建設 する 場所 は , よ 
く 見 極め て 。 




















を 3 

首都 や 紫禁城 が ある 都市 か ら 離れ すぎ る と , 汚職 
と 浪費 だ ら け で 何 も 生 産 で き な い 。 裁判 所 や 警察 
署 で 多少 は 緩和 で きる が …… 


















Civ3 に 慣れ な いう ち は , 科学 担 
当 相 の 言う が まま に , 次 に 研究 する 
科学 技術 を 選ん で し まう だ ろう 。 で 
も , 科学 技術 は ある 程度 狙っ て 研究 
する ほう が , の ちの ち 芝 と いう も の 。 
と くに 剣士 や マス ケッ ト 兵 な どの 強 
力 な ユニ ッ ト が 生産 可能 に な る 科学 
技術 を 早め に 発見 すれ ば , ライ バル 
文明 に 対し て 有利 に 戦闘 で きる わけ 
/o 
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鉄器 








発見 し た い 科学 技 


科学 技術 に 関し て 突き 詰め て 説明 
し よう と 思う と , それ だ け で 冊子 が 
一 冊 で き て し まう と いう も の 。 そ こ 
で ここ で は , 逆 に 細か い 説 明 は 極力 
減ら し 。 とり あえ ず 優先 的 に 研究 す 
る べき 科学 技術 を 紹 


介し よう 。 








人 、  / 和 2 通 軸 
科学 担当 相 


マタ 1 ドイ ッ と 
た 病 た お に 、 交 は 何 を 失 
(本 \ (に 3 (Eye 字 回 
きせ ま Y か 9 

教育 (5 ター の) 
な ど は いか が で し ょ う 9 


2 


NN 移っ うむ も 
M し 人 付図 は どう な っ て いる ? 


術 


古代 の 戦闘 で は 剣士 が 
強い 。 速 攻 で "鉄器 ! の 
科学 技術 を 発見 し 。 い 

ち 早 く 剣 士 を 生産 し よ 
馬 。 う 。 鉄 が 採取 で きる 土 

地 を 確保 し て お く の も 
共 忘れ ず に 


人 


つい つい 面倒 臭く と, 「 う お 。」 
朋 を 選択 し て し まい が ち 。 そ れ 
略 で いい と 思っ て も , 一 応 全体 
を チェ ッ ク し て みよ う 













































剣士 が 生産 可能 に 聖堂 が 生産 可能 に 

必要 科学 技術 … 青 銅器 必要 科学 技術 … な し 

文学 封建 制 

図書 館 .、 ア レク サン ドリ ア 図 書館 が 生産 可能 に 長槍 兵 、 孫 子 の 兵法 が 生産 可能 に 


























































































交 要 科学 技術 …… 筆 記 必要 科学 技術 …… な し 
< 地図 教育 
港 」 ガ レー 船 な ど が 生産 可能 に 盲 大 学 が 生産 可能 に 
必要 科学 技術 …… 筆 記 。 陶器 必要 科学 技術 …… 神 学 
騎乗 火薬 
騎 乗 殿 が 生産 可能 に マス ケッ ト 兵 が 生産 可能 に 
必要 科学 技術 … 車 輸 , 武 土 道 必要 科学 技術 "発明 
更 位 。、 凍 民主 主義 
寺院 が 生産 可能 に 治 体制 を 民主 主 義 へ 変更 可能 に 
必要 科学 技術 …… な し 胡 放 人 要 科 学 技術 …- 活 上 印刷 、 銀行 制度 
建築 共産 主義 
ピラ ミッ ド . 首都 。 防壁 。 前 昌 地 (PtW の み ) か が 生産 可能 に 政治 体制 を 共産 主義 へ 変更 可能 , 警察 細 が 生産 可能 に 
必要 科学 技術 …… な し 必要 科学 技術 …… ナ ショ ナリ ズム 











。 建設 


必要 科学 技術 … 鉄器 数 学 


上 水道 , 万 里 の 長城 な ど が 生産 可能 に 







| 公 索 衛生 
病院 が 生産 可能 に 











共和 制 


必要 科学 技術 …… 灯 学 。 法 律 





政治 体制 を 共和 制 へ 変更 可能 に 









史 要 科学 技 


必要 科学 技術 …… 医 術 
電子 工学 
水力 発電 所 。 フー バー ダム が 生産 可能 に 





ir… 原 子 理論 


Chapter1 : が 呈 供 色 二 麗 に 知っ て お きた いと と 。 [05 





Civ3 を プレ イ し て いる 時 間 の 何 
分 の 1 か は ,「 こ の 都市 で 何 を 生産 す 
る か ?」 と いう 問題 を 考え る こと に 
な る だ ろう 。 ち ょ っ と プレ イ に 慣れ 
れ ば , 開拓 者 と 労働 者 , そ し て 戦闘 
ユニ ッ ト に 関し て は , 作る べき タイ 
ミン グ が ある 程度 分 か つて くる 。 


か し 都市 改善 は . どの 順番 で 何 を 作 
れ ば いい の か , セオ リー を 見 つけ に 
くい か も し れ な い 。 

そこ で , 序 柄 で 生産 で きる 都市 改 
善 を 三 つ の 場合 に 分 け て , 優先 的 に 
生産 すべ き 都市 改善 を 紹介 し た 。 そ 
の 都市 に , 今 何 が 必要 な の か ? よ 





本 ws SAAe 


基本 的 に は , 人口 が 増え れ ば その ぶん シー ルド や 税 




































































































く 考 えて 生産 し よう 。 収 が 増え る 。 し か し , 多く の 人 間 を 同時 に 満足 させ 
る の は な か な か 大 変 だ 。「 あ えて 人 口 を 増やさ な い 」 と 
いう の も , 戦略 の 一 つ で は ある 
軍事 担当 
1 
が 者 を 天 ライ バル 文明 の 都市 を 文化 文化 を 増 肖 や し た し 
の 国 へ の 帰 を 耕 い まし た ! パソ ー ポイ ント の 高い 都市 で 囲っ 
を 切 ゝ ます 
た 4 て や れ ば 。 血 を 流さ ず その に 寺院 
し ハノーバー な ど 不 要 だ 。 放っ て お け 。 人 2 OECD 
c 寺 書 6 コス ト : 60 (ei 
早い うち か ら 文 化 ポ イン ト 4 0 ト () ) が も ら え る 都市 改 
を 上 げ ま くろ う ! Y 文化 8 か 善 。 文 化 勝利 目指 す 場合 
3 8 0 は も ちろ ん ,。 近く の 部 市 を 
1 必要 科学 技術 ・ 葬儀  ・ 癌 反 ' さ せ た い 場合 な ど , 
半ば 必須 の 部 市 改善 だ 。 
式 図書 館 
序盤 の 前 線 の 都市 に は 必 較 上 
コス ト : 20 須 の 都市 改善 。 防壁 と 数 。 | コス ト : 80 二 S の ニ ン に た 
了 体 程度 の 戦闘 ユニ ッ ト が 因 0 未 
保守 : 0 さら 4 保守 : 1 つの ) が も ら え る 都市 改 
文化 : な し NE 文化 : 8 ヵ 善 。 また, 科学 研究 が 
牧 要 科学 技術 : 建築 だ (ccngmgmmmnn ら rr 証 必要 科学 技術 : 文学 50% 増 える の で , 可能 で 
(SH 46iOCdD1246 あれ ば 速攻 で 生産 し よう 
い の も 魅力 。 a 8 
際 記 『 大 学 
兵 含 が ある 部 市 で 生産 し 周 の 5 
括 / 】 ター ン ご と に 四 つ の か) が 
間 誠 5 是 コ スト :20 0 2 | コスト: 200 も ら え る 部 市 改善 。 こ れ 
| 剛 * き ii か ら 古 参 兵 に な る 。 た だ 較 保守 : 2 また 科学 研究 が 50% 増 
Ne ミミ き 上 文化 : 4 か える うえ . 図書 館 の 効果 
! っ 還 | 本 科学 技術 : な し の 兵 ) ed 3 必要 科学 技術 教育 ” も 上 が る 。 や は り 速 攻 で 
9 0 子 の 兵法 "を 完成 させ る ま 滞 間 SN 
で 耐え る の も アリ 。 呈 23… 
人 口 を 増 4 の) 
都市 が 成長 する た め に 必 不満 な 市 民 8 単 位 が 、 現 
中 | - ス ト :60 要 な 食糧 備 革 量 が 半分 に コス ト : 160 状 に 満足 する 都市 改善 。 
保守 : 1 な る 者 市 改善 。 つ まり 税 保守 : 8 これ で , 多少 人 口 が 増え 
文化: な し の スピ ー ド で 人 口 が 増え 文化: 8 ょ て も 反乱 し な く な る と い 
必要 科学 技術 : 陶器 る わけ だ 。 "ピラミッド " 必要 科学 技術 : 一 神 教 うわ け 。 文 化 値 も ター 
が あれ ば 作る 必要 な し 。 ご と に 三 つ 増え て お 得 。 
上 水道 病院 
都市 の 人 口 を 7 単位 以上 層 
io に 増やす こと が で きる 者 に 当 和 ee 都市 の 人 口 を 18 単位 以 
市 改善 。 た だ し 河川 に 面 保守 : 8 上 に 増やす て こと が で きる 
層 。 し し た 都市 に は 必要 が な に 都市 改善 。 こ ちら は 代理 
に "部 市 を 建設 する と き 5 ま 電 ど な る も の は な (0 が 
必要 科学 技術 : 建設 は 。 できるだけ 河川 に 面 必要 科学 技術 : 公衆 衛生 よっ て 生産 し よう 。 
する よう に し よう 。 














の ほか の 知っ て お くべ き セ オリ ー 





他 土 エリ ア の 広がり 方 


都市 の 領土 エリ ア が いつ 広がる の 
か お 気づき だ ろう か ? これ は , そ 
の 都市 の 累計 文化 ポイ ント (マー 
ク ) に よっ て 決ま つて いる の だ 。 ポ 
イン ト 数 が 10 や 100, 1000 に な 
つた と き な ど , 桁 が 変わ る と き に 広 


が る と いう わけ だ 。 

領土 エリ ア を 早め に 広げ た けれ 
ば , を た くさ ん 作る 都市 改善 を 優 
先 的 に 生産 し よう 。 
エン が 寺 は 
リ で 増 
の 

と 作 

ct 語 選 ) 
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大 き な 文 明 は 早め に 潰せ 


独走 し 始め た ライ バル 文明 を 工業 
化 時 代 以 降 に 追い 抜く の は な か な か 
に きび し い 。 だ か ら 例 え 平 和 的 な ク 
リア を 目指 し て いた と し て も , 謙 鹿 
の うち は , 大 きく な っ て きた 文明 を 
優先 的 に 攻撃 し て 潰し て し まお う 。 


百人 の うち か ら 文 化 ポ イン ト を 上 げ て お け ば 
土 エ リア が ここ まで 広がる ぞ 


領 








この と き , 
で は な く て , 
の が コツ だ 。 


完全 に 潰し て し まう の 
部 市 を 多少 残し て お く 
完 肩 無き まで に 叩か れ 


た その 文明 は , 取引 で 無茶 を いつ て 
も 聞い て くれ る だ ろう 。 平和 秒 約 と 
引き 替え に , こち ら の 知ら な い 全 科 
学 技術 と , 可能 な ら 都 市 や ター ン ご 
と の お 金 ま で も ら つ て し まお う 。 












ド ドイ ツウ ( 洪 杉 し て いる ) 
" 同 を 聞こ う で は な いか ……" 












朱 々 が 提 境 
の 











/ こ の 芝 件 を 受け 入れ て も ら え る か ?7 


“計れ て くれ 





と れ は まだ 序の口 。 と こま で 無茶 な 要求 を し て も 
「 悪 く な い 取引 だ と 思い ます 」。 一 通り 大 き な 文 明 
を 叩い て か ら 平 和 的 な 文明 を 目指 す と か な り 楽 


同じ 未来 を 避け る 方 法 


どん な ゲー ム で も 初心 者 の 強い 味 
方 と な つて くれ る 強力 な 技 と いえ 
は 還 生 二 4SI 回 三 IN 計 つ が (6IV8 
で は 基本 的 に , 戦闘 の 直前 に セー ブ 
し て も , ロー ド し て 同じ よう に 戦え 
ば 必ず 同じ 結果 に な つて し まう 。 

解決 法 は , 非常 に 簡単 だ 。 ニ ュー 
クー ベレン 人 の (の | の ラル 
を 行う と ぎ に , 「 乱 数 の シー ド を 保持 ] 
の チェ ッ ク を 外す だ け 。 こ れ で 同じ 
(ウー シラ /5 ョ ー ジ rt 症 呈 に NE3y 思 (の 
に 直後 の 戦闘 の 結果 が 変化 する 。 

た だ し この 乱数 シー ド の 設定 は , 
ゲー ム の 途中 で 変更 で き な い 。 こ の 
チェ ッ ク を 外さ ず に 始め た ゲー ム で 
戦闘 の 結果 を 変え た い 場 合 は , 攻め 
る 順番 を 変え て みよ う 。 そ れ で ダメ 
な ら , 数 ター ン 前 の デー タ を ロー ド 
し , プレ イ 内 容 を 変え る し か な い 。 


外交 で 損し な いた め に 


外交 で は , 取引 前 の 外交 担当 相 の 
コメ ント に 注意 。 彼 が 「 悪 く な い 取 
引 だ と 思い ます 」 と 言っ た 場合 , な 
ん と 100% そ の 取引 は 成功 する の 
だ 。 た だ し 彼 は , あま り 有 能 と は 言 
い 難 い 。 困 つた こと に , こち ら が 損 
する 場合 で も コメ ント は 同じ な の 
だ 。 取 引 内 容 を 細か く 変 更 し て , 民 











わざ と こと ちら に 不利 な 取引 を 繰り 返せ ば , 相 
態度 が よく な っ て くる 。 あ まり 使い た く な い 手 だ 
が , どう し て も 仲よく し た い 相 手 が い れ ば や っ て 
みよ う 














功 す る 範囲 で 最も お 得 な 取引 を する 
こと を 心がけ よう 。 

ちな み に , 相手 文明 か ら 欲 し いも 
の ナン バー ワン は 科学 技術 。 逆 に , 
こち ら の 科学 技術 は で きる 限り 教え 
な いよ うに し よう 。 外交 で は , お 金 
と 交換 に 科学 技術 を 教え て も ら う の 
が ベス ト だ ろう 。 
























外交 で ムリ を いわ れる の は 。 兵力 (戦闘 ユニ ッ ト 数 ) 
で 負け て いる た め 。 平和 的 な 勝利 を 目指 し て いて 
も , ある 程度 は 戦闘 ユニ ッ ト を 生産 し て お く と と 








っ て お きた いと こと. [07 


Chapter1 : が 計 急 葉 始 











Chapter2 








序 か ら 中 盤 に お ける 信 主 抜 大 の コツ 


ここ で は 序盤 の ゲー ム の 流れ を 紹介 し て , 比較 的 簡単 な 「 得 点 で の 勝利 ] を 目指 。 ま ず は 勝 《@ る よう に な ら な けれ 
ば , ゲー ム 難 度 を 上 げ る こと は で き な い 。Civ3 を より 深く 楽し むために も , 本 攻略 を 参考 に し ぐ ほ し い 。 


周囲 の 地形 や 資源 を 考慮 し て 首都 を 建設 する 





デフ ォ ル ト の ルー ル で ゲー ム を 開 
始 す る と , プレ イヤ ー に は [開拓 者 」 
と 「 労 働 者 ]」 が それ ぞ れ 1 ユニ ッ ト ず 
つ 与 えら れ , ここ か ら 強 大 な 国家 を 
築 WNGUV ぐ く 。 上 三 ママ は 軍事 志向 (で 
商業 志向 と いう 文明 の 性 格 を 持つ 。 
つま り 軍 事 ユ ニッ ト の 成長 が 早く , 
中 盤 以降 で 懸念 され る 都市 の 汚職 と 
浪費 が 減り や すい の だ 。 さ ま ざ ま な 
戦略 が 取れ る 万 能 型 の 文明 と いえ , 初 
心 書 に と っ て も プレ イ し や すい だ ろう 。 

まず , 開拓 者 が ター ゲッ ト さ れ て 
いる の で , 開拓 者 を 右 ク リッ クレ し , 
表示 され る ウィ ンド ウ か ら 労 働 者 を 
アク テイ 化す る 。 各 ミッ ド に は 
視界 が 定め られ て お り , それ 以外 の 
部 分 は , 黒く 塗り つぶ され て 見 えな 


い 。 少 し で も 広く 開拓 し て か ら 有 利 
な 場所 を 探し 出し て 首都 を 築く こと 
が , 今後 の 発展 に も 大 きく 影響 する 
重要 な 要素 な の で , 最初 に 動か す ユ 
ニッ ト は 開拓 者 で は な く , 労働 者 な 
の だ 。 地 形 情報 を 参考 に し つつ , 豊 
冨 な 資源 を 産出 する エリ ア や 地形 的 
に 有利 な 場所 な ど , 首都 の 建設 に 適 
合 し た 場所 に 開拓 者 を 移動 し て 「 都 
市 を 建設 ] し よう 。 

な お , 拡張 志向 の 文明 で は , 開拓 
者 と 労働 者 に 加え て 「 左 候 」 が 初期 ユ 
ニッ ト と し て 与え られ る 。 こ れ に よ 
つて より 有利 な 場所 に 首都 を 入 け る 
の が メリ ッ ト と な っ て いる 。 

し か し な が ら , 有利 な 場所 を 探す 
あま り , 周囲 を うろ つい て 無駄 に 


労働 者 の 自動 化 の 是非 


ー ン を 消費 し て し まっ て は 本 末 転 倒 
だ 。 こ の 索敵 に か ける 時 間 は , 最大 
で も 5 ター ン 程 度 に 留め て お か な け 
れ ば , ほか の 文明 と 差 が 開い て し ま 
うこ と と な る 。 つ まり , 地形 的 に 有 
利 な 場所 に 首都 を 緊 く こと より も , 
首都 を 築い た 後 の 領 土 拡大 や 技術 , 
軍事 な どの 発展 の ほう が 重要 な ファ 
クタ ー な の で ある 。 
Chapter ら で の ゲー ム 設 定 
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初期 ユニ ッ ト の 労働 者 は , 必要 移 
動力 を 減少 させ る 道路 の 敷設 。 生 産 
力 を アッ プ さ せる 鉱山 や 溢 激 の 設置 
な ど , 領土 の 環境 改善 に 携わる ユニ 
ッ ト だ 。 労働 者 の 運用 も 文明 の 発展 
に は 欠か せな い 要 素 の 一 つ だ が , 優 
先 し て 改善 し て いか な けれ ば な ら な 
い ポ イン ト は 初心 者 に と っ て 分 か り 
づら い 。 そ こ で 労働 者 は , 「 自 動 化 
と いう 便利 な 機能 を 活用 し よう 。 自 
動 化 され た 労働 者 は , 必要 な 環境 改 
将 を 順次 行っ て いく の で , スム ー ス 
に ゲー ム が 進行 し や すく な る の だ 。 


08 | シ ウ ヴィラ イ 倒 二 肥 ョ て 


だ だ ピピ ョ ニョ タ AIl が ぞ 初 ほ 
ど 賢 く 作 られ て いな いた め , 実際 に 
は , すべ て 手動 で 指示 を 与え る ほう 
が 効率 よく 作業 を 進め られ る 。 と は 
いえ 最初 は , 自動 化 機能 を 利用 し て 
環境 改善 を 学び つつ ラク を し よう 。 

環境 改善 に は 道路 (鉄道 ), 瀧 泊 , 
鉱山 の 設置 の 3 種類 が あり , 生産 力 
を 上 昇 さ せら れる 。 上 昇 す る 生産 力 
は 15 種 類 の 地形 に よっ つて 決ま っ て 
お り , た と えば 草原 で あれ ば , 滋 混 
に よっ つて で 食料 が 1, 鉱山 に よっ て 
シー ルド が +1, 道路 に よっ て 金 


が + 1 と な る の だ 。 地形 に よっ つて は , 
これ ら の 環境 改善 の 効果 が な いも の 
も ある こと に 注意 し て お こう 。 





労働 者 は 複数 の 仕事 に 従事 させ られ る の で , 何 を し 
た らい い の か 分 か ら な いと き は 自動 化し て お こう 








MP や RE 


首都 で 作成 する ユニ ッ ト と その 順番 





首都 を 建設 する と , いよ いよ 国家 
と し て の 機能 が 動き 始め る こと と な 
る 。 数 々 の 資源 を 採取 し て ユニ ッ ト 
を 作成 し , 領土 を 拡大 し て いく の だ 。 
最初 に 作成 する ユニ ッ ト は , 「 戦 
士 」 が よい 。 な ぜ な ら 開 拓 青 は 住民 
2 単位 を , 労働 者 は 住民 1 単位 を 消 
費 す る た め , 都市 の 住人 が 増加 し て 
いな い 状 態 で は 作成 で き な い か ら 
だ 。 戦闘 ユニ ッ ト は 住人 の 消費 な し 
に 作成 可能 だ 。 

今回 選択 し た ロー マ で は , 初期 技 


術 と し て , アル ファ ベッ ト と 葉 土 道 
が 発見 済み と な っ て いる 。 武士 道 は 
己 兵 が 作成 で きる よう に な る 技術 な 
の で , ロー マ は , 最 序 朽 か ら 弓 兵 が 
作成 で きる の で ある 。 

序 骨 で 生産 で きる 戦闘 ユニ ッ ト は 
戦士 の ほか に , 攻撃 力 に 優れ た 弓 兵 
と 防御 力 に 優れ た 槍 兵 , 移動 力 に 優 
れ た 戦車 兵 な ど だ 。 こ れ ら の コス ト 
は 20 ゴ ー ル ド と 戦士 の 2 倍 と な っ 
て いる が , 序 毅 で 戦闘 に よ つ っ て ユニ 
ッ ト を 失う デメ リッ ト を 考慮 する 





と , 倒さ れ な いよ うに する の が 最 優 
先 事項 と な る 。 

以上 の こと か ら , 首都 で 生産 する 
ユニ ッ ト は , 戦士 , 戦士 , 開拓 者 
弓 兵 と いつ た 順 が お 勧め だ 。 





un と 内 ざ 礎 油 装 
.QS@IS は 活 燃 8 稚 野 
ハン と QCN で 時 愉 等 同 肛 
す 寺 民 層 混 計 回 画 器 環 


計 


密 族 の 村 か ら 技 術 を 入手 する 





戦士 が 作成 で きた ら , 首都 の 周囲 
を 探索 する 。 フ ィ ー ル ド に は , 相対 
する 文明 の ほか に , 中 立 の 論 族 が 存 
在 し て いる 。 フ ィ ー ル ド 上 に ラン ダ 
ム で 出現 する 刻 族 の 村 か ら は , 戦士 
や 騎乗 兵 が 生産 され て , 周囲 の 都市 
を 脅かす こと が ある の だ 。 こ れ を 残 
減 す る た め に も , 最初 に 作成 する の 
は 戦闘 系 の ユニ ッ ト と し , 都市 周辺 
を くま な く 探 寅 す る 必要 が ある 。 
また , 運 が よけれ ば 論 族 の 村 か ら 
技術 を 入手 で きる 。 人 入手 可能 な 技術 


の 種類 に は 神秘 主義 , 葬儀 , 陶器 , 
建築 な ど が あり , 序 骨 で アド バン テ 
ー ジ を 掴む た め に も , 一 つ で も 多く 
入手 し て お きた い 。 こ れ を 2 次 的 な 
目的 と し て , 探索 範囲 を 広げ て いこ 
つ フ 。 

探索 を 進め て ほか の 文明 の 首都 を 
見 つけ る ころ に は 開拓 者 が 生産 で き 
て いる は ず な の で , 二 つ め の 都市 を 
建設 し よう 。 都 市 を 建て る と き の ポ 
イン ト は , 首都 か ら あ まり 離れ て い 
な く , 資源 が 豊富 に ある 場所 だ 。 湖 


や 河川 に 隣接 し て いる 地形 も , 選出 
要素 の 一 つ に 組み 込ん で お こう 。 

首都 で は , 槍 兵 ( 己 兵 )。 労働 者 , 
槍 兵 ( 弓 兵 ) と 作成 後 住民 が 増加 次 
第 , 労働 者 を 主 に 生産 し て いけ ば よ 
い だ ろ う 。 





る | 入 刻 

も ン 王 族 

の を で の 

36 軸 に 自 

科学 担当 相 ( 内 
mi す ば 

に 生え て < れ ま し た 。 る 引 滞 上 

人 ら 『 術 

れ タ が 





トレ ー ド で 技術 な ど を 入手 する 





ほか の 文明 の 場所 が 分 か る と , 外 
交 で 科学 技術 の トレ ー ド を 申し 込ま 
れる こと が ある 。 序 山 で は , 技術 の 
開発 状況 に よ つ て 戦闘 系 ユニ ッ ト の 
生産 一 つま り 軍 備 一 に 大 きく 影 
響 し て くる だ け で な く , ゲー ム 中 毅 
以降 で の 時 代 進化 の スピ ー ド に も 影 
響 し て くる 。 自 分 以外 の 文明 を 見 つ 
けた ら , 積極 的 に トレ ー ド を し て 披 
術 の 補完 を し て いく の が よい 。 

トレ ー ド 時 に は , その 技術 の 開発 
費 な ど に よっ て , こち ら の 技術 に 追 


加 し て ゴー ルド を 要求 され る こと が 
ある 。 だ が , 通常 は 発見 する まで 
10 数 ター ン が 必要 な 技術 が 一 瞬 に 
し て 入手 で きる こと に 加え て , 追加 
の ゴー ルド か が 必要 な 場合 は , 相手 が 
トレ ー ド 材料 と し て いる 技術 の ほう 
が 高価 値 な 場合 が 多い 。 ゲ ー ム 後半 
に お いて も , 技術 の み に 関し て いえ 
ば , 自分 が ゴー ルド の み で 相手 に 技 
術 を 渡さ な いと いう 図式 が 望ま し 
い 。 序 前 で は 獲得 で きる ゴー ルド 量 
が 限ら れ て いて , ゴー ルド の み で の 


トレ ー ド は 難し い の で , p.05 の 重 
要 科 学 技術 を 参考 に し て , 必要 な も 
の を 最 優先 で 入手 し , こち ら 側が 持 
つて いる 重要 な 技術 は 極力 出さ な い 
よう に し て いこ う 。 






ご ナ で ri 本 帯 琴 計 





訪 ハ 一 ふい NIS(T 器 州 ③ は 韻 





席 涼 8 虫 回 汗 。 テ さ ざ ロ 





Chapter2 胡 散 壮 ら 卓 肛 民 お ける 人 ど 土 拡大 の コツ | 09 


序 山 で 周辺 文明 を 疲弊 させ て お く 


ある 程度 首都 周辺 を 探索 し 終わ 
り , また 戦闘 ユニ ッ ト が 5~6 体 ほ 
ど に な っ つ たら, 手近 な 文明 へ 戦闘 を 
仕 が け よ う 。 こ の 戦闘 の 目的 は 文明 
を 完全 に 國 す の で は な く , 都市 と 労 
働 者 , そ し て ゴー ルド の 入手 だ 。 都 
市 つと 労働 者 9 る ユ ニッ ト を 戦利 品 
の 目標 に し よう 。 

まず は 戦闘 ユニ ッ ト を 目標 の 文明 
の 首都 以外 の 都市 に 移動 させ る 。 労 
働 者 が 作業 し て いる こと が 多い の 
で , 近づい た タイ ミン グ で 労働 者 の 
マス に 戦闘 ユニ ッ ト を 移動 させ て 宣 
戦 布告 し よう 。 

その 後 は , 都市 に 隣接 する よう に 


am 人 


-w 和 の 


mk 


戦闘 ユニ ッ ト を 配置 し た 後 。 攻撃 を 
開始 する 。 タ ー ン 開始 時 に 戦闘 の 結 
果 が すべ て 決ま つて いる の で , 攻撃 
前 に は 必ず セー ブ を し て お いた ほう 
が よい 。 も し も 1 ダメ ー ジ も 与え る 
こと な く 倒 され て し まつ た 場合 は , 
ロー ド し 直し て か ら 待 機 を し て 次 の 
ター ン に 持ち 越す と いう テク ニッ ク 
が ある 。 こ れ を 行え ば 数 ター ン の う 
ち に 都市 を 占領 で きる だ ろう 。 

戦争 を 仕掛 け て いる 間 に , 2 番 め 
の 都市 か ら 戦闘 ユニ ッ ト を 作成 し て 
前 線 に 送り 込む と 共に , 首都 で は 2 
ユニ ッ ト め の 開拓 者 を 作成 し て , 領 
土 拡大 を 忘れ な いよ うに し て お こう 。 


人 


] 戦闘 の 量 礎 知識 


Civ3 で は , さま ざま な 事象 の 結果 は ター ン 開 始 時 に すべ て 決定 され て い 
る 。 資源 の 登場 や 消 減 。 戦闘 の 勝敗 都市 の 転向 な ど だ 。 こ の うち 戦闘 に 関 
し て は , プレ イス タイ ル に も 左右 され る が 頻 筐 に 起こ る る の な の で , ちょ っ 


【 
し 
W 
W 
) 
し 
N 
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rr one 


(225om の (GLKO ぐ SS 


@ こ まめ に セー ブ を 行う ーー ニニ ーー 


ラン ダム 要素 に よっ て 100% と 
いう 確率 が 存在 し な い の が , Civ3 
の 特徴 の 一 つ 。 

次 の ター ン で は 大 きく 覆 さ れ て し 
まう 可能 性 が ある た め , 数 ター ン ご 


@ 戦 闘 の 勝 用 は さま ざま な 要素 に よっ て 決定 され て いる 


戦闘 ユニ ッ ト の 勝敗 は , 基本 的 に 
計算 式 に よっ て 導 か れ て いる 。 計算 
式 の 結果 は 確率 で 表 さ れる が , 与 ダ 


|。 メー ジ と 被 ダ メー ジ が ター ン 開 始 時 


、 に 決定 され て いて , セー ブ / ロ ー ド 
人 @ 前 線 に 近い 都市 で は 防壁 を 築い て お く ーー ニーーーーーーーーーーーーーーー 
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建築 の 技術 を 発見 する と , 都市 に 
防壁 を 築く る こと が 可能 と な る 。 防壁 
は , 築 か れ て いる 都市 を 守る ユニ ッ 
ト の 防御 力 が 50% ア ッ プ する も の 
g 

防御 用 ユニ ッ ト に 乏しい 序盤 で 


「 9 = 


と の セー ブ は 欠か せな い 。 と くに 難 
度 が 上 が る に つれ て , 戦闘 の 勝敗 に 
よっ て 戦況 が 大 きく 変化 し て くる 。 
や り 直 し が で きる よう に し て お く の 
が いい だ ろう 。 


を 繰り 返し て みて も この 結果 は 変化 
し な い (p.07 参 照 )。 つ まり この 確 
率 は 旦 本 的 な 相性 の み を 表し て お 
り , どん な に 確率 が 低く と も 多く の 
ダメ ー ジ を 与え られ る ター ン が 必ず 





ん Way 人 nu ee. 根 二 200 ee 


ちな み に 首 都 を 陥落 させ た 場合 
は , ほか の 都市 が 首都 と な り そ の 文 
明 は 存続 する こと に な る 。 す べ て の 
都市 が な く な つた 時 点 で 。 その 文明 
は 減 び る こと に な る 。 


デー 





4 ユニ ッ ト で , 戦争 を 仕掛 けた 文明 の 都市 を 囲 お 














ター ン を 変え た りす れ ば , 無傷 で 占領 で きる こと 
も ある 








防御 効果 の 高い 地形 を 使え ば 。 ユ ニッ ト を 失う こ 
と も 少な く な る 。 人 徐々 に 追い 詰め ぐい こう 


存在 する の で ある 。 

また , 地形 や 攻撃 する 方 向 な ど に 
よっ て も 戦闘 結果 が 変化 する こと を 
覚え て お こう 。 


古代 で 生産 可能 な 戦闘 ユニ ッ ト 一 覧 
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は , 複数 の ユニ ッ ト に 攻撃 され る と 戦 玉 10 1 1 1 

非常 に 厳し い 状況 と な る 。 防 御 力 を | 敵 時 還 | SO| 1 上 1 

上 昇 さ せ て ダメ ー ジ を 抑え られ れ 人 トー ュー トー 

ば , 連戦 に 耐え る こと も 可能 だ 。 序 司 記 証 3o | s 1 上 

杉 で は 非常 に 重宝 する の で , 前 線 の 剣 二 30 3 g 1 リ 

都市 に は ぜひ 設置 し て お こう 。 Ma 前 | 30 | 1 1 3 1 
の 


平和 条約 を 締結 し て 戦利 品 を 奪え ! 





都市 一 つ を 占領 で きた ら , 首都 方 
面 へ と 兵 を 進め て いく 。 そ し て 首都 
に 隣接 し た 時 点 で 相手 に 平和 共 約 を 
提案 し よう 。 相手 は , 相互 の 平和 抄 
約 の み で 締結 させ よう と する が , こ 
ちら か ら は 都市 働 者 , 技術 な ど 
も 追加 要求 する 。 追い詰め られ て い 
る 相手 は , この 要求 を 受諾 する こと 
と な り , 労 せ ず し て 二 つ め の 都市 を 
手 に 入れ られ る の だ 。 

トレ ー ド 中 は , 画面 右上 に 表示 さ 
れ て いる 外交 担当 相 の アド バイ ス を 
指標 に 進め よう 。 ト レー ド 秒 件 を 提 
示し た と き に 「 悪 く な い 取 引 だ と 思 
いま す 。」 と アド バイ ス さ れれ ば , 必 
ず 相 手 が 取引 を 受諾 する 。 自 国 ユニ 
ッ ト は 相手 領土 に 大 きく 攻め 込ん で 
いる の で , 多少 無理 な 要求 を し て も 
受 語 さ れる だ ろう 。 





空い て いる エリ ア 


捕虜 と な つた 労働 者 は , 自国 の 労 
働 者 より も 能力 が 劣り (士気 を 表現 
し て いる の だ ろう ), 道路 や 鉱山 の 
作成 に 長い 時 間 を 要する 。 こ の た め 

自国 の 開拓 者 が 建設 し た 都市 に 定住 
させ , 住民 を 増やし て か ら 再 度 労働 
者 を 作成 する と いう 手順 を 踏ん で , 


平和 条約 を 締結 する に 
あたっ て , 労働 者 と 
68 ゴ ー ル ド を 得 ら れ | 
た 。 も う 少 し 追い 詰め 
れ ば 都市 も 奪え た か も 
し れ な い 





自国 労働 者 に 変え て し まう の も 一 つ 
の 手 だ 。 

な お 戦闘 に よっ て 体力 が 減少 し 
いる ユニ ッ ト は , 0 
属し て いな い フ ィ ー ル ド か 自国 の 領 
土 エ リア 内 で 防御 体勢 。 また は 現状 
維持 に よ つ て 回 復 で きる 。 





こ 頓 土 拡大 し て いく 





都市 二 つ と 労働 者 数 ユニ ッ ト を 手 
に 入れ た こと に よっ て , 周囲 の 文明 
より も 確実 に 発展 し て いる 状況 と な 
つう た 。 し ば らく は 都市 の 環境 改善 な 
どの 内 需 拡 大 や 軍備 に 力 を 注い で い 
と ご ら 。 
必ず し て お きた い の は , 放 
市 に 6 = を 衣 
剛 3 作成 され る 戦闘 ユニ ッ 
ト の ラン ク を 上 げ る 効果 を 持ち , 古 
参 兵 が 作成 で きる よう に な る 。 戦闘 
還 02IN の ) ラ ンジ 2 上 還 ig の jl 司 
より , 体力 が 1 され て 戦闘 に 勝利 
し や すく な る の が メリ ッ ト だ 。 

建て た 位置 や 生産 量 に よっ つて, す 
で に 規模 が 大 きく な っ て いる 都市 も 
ある だ ろう 。 そ こ で は 積極 的 に 開拓 
者 を 作成 し , 空い てい る エリ ア に 都 


朋 置 する こと 






市 を 築い て 領土 を 拡大 し て いこ う 。 
都市 を 建て る 場所 は , Chapter1 を 
参考 に し て ほし い 。 
また , BC2000 年 頃 か ら ピ ラミ 
NO 厩 に 着 手 し 始め よう 。 大 七 
議 は 慕 大 な 効果 を 持ち , 開発 可 
Np し て いれ ば いずれ の 文 


戦略 真 源 を 多く 放出 する 場 
所 を 優先 的 に 選択 し て , 都 
市 を 建設 し よう 





人 司 訂 宮 09y 世界 で ー つ し 
き な い と いう 制限 が ある 。 
この た め 最 も 早く 完成 させ た 文明 が 
より 優位 に 立て る た め , 常に 激しい 
開発 競争 が 起こ る の だ 。 ピ ラミ ッ ド 
の 開発 は , 開発 力 が ある 人 口 の 多い 





首都 で 行 な お う 。 
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自国 の 都市 が 増え て き て , また そ 
れ ぞ れ の 都市 人 口 が 増加 し て くる と 
AA 
PING) 8 ド が 







ん うだ け で な く , 1 
少し て し まう の だ 。 つ まり 内 乱 が 起 
き て いる 都市 は ター ン を 無駄 に 過 ご 
6 才 人 財 2 
や 
明 に 


し 


こと が ある 。 早 期 に 対向 し な けれ 
ば 。 深 な 事 骨 と な っ て し まい か ね 
な い の だ 。 

ゲー ム 序 毅 で の 内 乱 は , 食料 供給 
量 よ り も 人 口 が 多く な つて し まう 人 


口 過密 に よる も の が 多い 。 自国 の 同 
じ 大 陸 に ある 都市 すべ て に 穀物 庫 を 
設置 する ピラ ミッ ド を 得る と , 都市 
の 成長 速度 が 速く な っ て 人 口 過密 に 





陥り や すい 。 人 口 過 密 と な つた 都市 
は 衰退 を 始め て (都市 の ラン ク 表 示 
が 黄色 や 赤色 ), 内 乱 が 発生 し や す 
い 状況 と な る 。 具 体 的 に は , 人 口 が 
汗 え て 「 不 満 な 労働 者 ] が 「 幸 福 な 労 
働 者 ] 数 を 上 回 つた 場合 だ 。 

「 不 満 な 労働 者 を 減ら す に は いく つ 
か の 方 法 が ある 。 寺院 や 聖堂 な どの 
「 幸 福 な 労働 者 ] を 増加 させ る 効果 を 
持つ 施設 の 設置 や , 内 務 の 娯楽 へ の 
投資 を 増額 する な ど だ 。 し か し これ 
は 内 乱 を 予防 する だ け で , 実際 に 起 
こつ て し まっ た 後 で は 効果 が 薄く な 
つて し まう 。 内 乱発 生 時 に 最も 効果 
が ある の は , 市 民 を エン ター テイ ナ 
ー に 変更 する ほか , 都市 を 右 ク リッ 
ク し た と き に 表示 され る ウィ ンド ウ 
に ある 「 内 乱 の 報告 」 を 選択 し 。 そ こ 
か ら 「 な に か 娯楽 を 与え る 」 を 行う こ 
と 。 す る と 次 ター ン に 内 乱 が 収拾 し 
や すく な る 。 


内 乱 の 規模 が 大 きい と き に は , 都 
市 が 封鎖 状態 と な り , 内 乱 の 報告 が 
行え な い 。 こ の 場合 に は , 都市 を ズ 
ー ム アッ プ し て 直接 市 民 を エン ター 
テイ ナー に 変更 すれ ば よい だ ろう 。 


=E ジ 22 ジェ 216 
ー が 増え る と 
不満 な 労働 者 が 
減る 








不満 な 労働 者 が 増え て 内 乱 が 発生 する と すべ て の 
生産 が スト ッ プ する 。 都市 か ら は 煙 が 上 が り 暴 動 
の 様子 を そう か が わせ る 











生産 性 が 上 昇 する 「 黄 金 期 ] は , 序 
0 
だ 。 oy 
ー ル あ り 
生ま 
効果 が ある 。 

黄金 期 は , 文明 の 性 格 に 応じ た 七 
不思議 を 作成 し た り , 特殊 ユニ ッ ト 
が 戦闘 で 勝利 し た りす る と 突入 する 
可能 性 が ある 。 こ の うち 特殊 ユニ ッ 





ト で は ほとん ど 黄 金 期 に 突入 する こ 
と は な い の だ が , 七 不思議 の 完成 で 
は 100% と な っ て いる 。 ローマ の 
文明 性 格 は , 軍事 志向 と 商業 志向 な 
で , 一 覧 に し た 七 不思議 を 作成 
すれ ば 黄金 期 に 突入 する わけ だ 。 
また , 領土 を 拡大 し て 自国 の 都市 
が 八 つ に な る と 「 紫 禁 城 」 が 開発 可能 
と な る 。 紫 禁 城 は 第 2 の 宮殿 と し て 
機能 し , 汚職 や 浪費 を 減少 させ る 効 


ロー マ が 黄金 期 を 迎え る 七 不思議 一 覧 





果 を 持つ 。 宮 殿 は 首都 に の み 置 か れ 
て いる の だ が , 紫禁城 を 建て る こと 
に よって , ほか の 都市 に も その 恩恵 
を 受け られ る よう に な る の だ 。 宮殿 
や 紫禁城 が 置か れ た 都市 で は 汚職 や 
浪費 が 少な く な り 都 市 成長 が 妨げ ら 
れ に くい の で , 科学 技術 の 開発 に は 
うつ て つけ の 環境 と な る 。 























内 務 担当 相 
商業 志向 に 関わ る 七 和志 識 軍事 志向 に 関わ る 不思議 
ロー ドス 島 の 巨神 像 。 古代 の 「 青 負 器 ] 後 | 万里 の 長城 古代 の 建設 ] 後 ーー 
ファ ロス 台 古代 の [地図 | 後 孫子 の 兵法 中 選 の [封建 制 ] 後 
フタ ム . ス ミス の 自由 工 易 中 選 の 「 経 済 学 ] 化 | ダビ ンチ の 工房 中 選 の 発明] 後 
現代 の 「 核 分 裂 ] 化 | 痢 財 人 時 IRO 義和 和 55 


国際 連合 


中 世 以 降 の ゲー ム 展 開 





AD300 一 500 年 頃 ま で は , 前 ペ 
ー ジ まで の よう な 流れ で 成長 する 
が , 古代 の 技術 の ほとん ど を 開発 し 
て 文明 の ラン ク が 中 世 へ と 進化 し た 
あたり か ら 、 勝 利 柔 件 を 見 据え て 大 
きく 2 系 統 に 分 化す る こと に な る 。 


ー つ め は 戦争 に よっ て 人 鶴 土 拡大 を 
行っ つて 制 調 勝 利 を 目指 す も の で , も 
う 一 方 は , 文化 影響 力 を 増大 させ て 
文化 ポイ ント で の 勝利 を 目指 す も の 
だ 。 ど ちら の 勝利 を 目指 す 場 合 で も 
古代 で は それ ほど プレ イス タイ ル が 


変化 し な い の だ が , 中 世 か ら は , 勝 
利 条 件 を 考慮 し て 文明 を 発展 させ て 
いか な けれ ば , 最終 的 に 勝利 を 手中 
に 収め られ な い 。 よ っ て , ここ か ら 
は 2 系 統 に 分 け て 攻略 し て いく こと 
に し よう 。 


戦闘 型 の 発展 


人 @ 政 治 体制 を 君主 政治 に 変え る 
戦闘 型 で の 勝利 を 目指 し て いく に 
は , ほか の 文明 より も 高い 技術 力 と 
激しい 戦闘 に 耐え る 生産 力 が 必要 
だ 。 多 く の 戦 闘 ユ ニッ ト を 保持 し な 
く て は な ら な いた め , 制 太 勝利 を 目 
指す 場合 は 戦闘 ユニ ッ ト の 殺 持 に ゴ 
ー ル ド を 必要 と し な い 書 主 政治 が よ 
い 。 

専制 は 。 その 生産 性 の 低 さ か ら , 
戦闘 ユニ ッ ト を 整備 する だ け で も 全 


力 を あげ な けれ ば な ら ず , お 世辞 に 
も 内 政 面 に 潤沢 な 資金 を つき 込め て 
いた と は いえ な い 。 政治 体制 を 変え 
た と た ん に , 生産 性 が 上 が る と と も 
に , 一 定数 まで は 戦闘 ユニ ッ ト の 維 
持 費 が か か ら な く な る 。 ま た ター ン 
ご と の 歳入 が 増加 する の で , 軍備 を 
整え や すく な る の だ 。 作成 し て いく 
ユニ ッ ト は , 大 本 的 に は 攻撃 担当 の 
「 軍 団 兵 ] と , 都市 防衛 用 の 「 槍 兵 ] で 
よい だ ろう 。 








軍隊 一 覧 エ ジ ] 








君主 政治 に 変わ る と , 軍隊 の 維持 費 が 少な く な り , 
その 分 を ユニ ッ ト 作 成 に まわ せる 
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人 @ 政 治 体制 を 共和 制 に 変え る 

ゲー ム 開 始 時 に 設定 され て いる 専 
制 は 統治 者 が 絶対 的 な 権力 を 持つ 
て いる も の の , 生産 性 に 逐 し い 。 こ 
の 政治 体制 が 長期 間 続く と 文明 の 成 
長 が 鈍く な る た め , 政治 体制 を 早急 
に 変更 する 必要 が ある 。 

文化 勝利 を 狙う の で あれ ば , まず 
共和 制 に 変更 する の が お 勧め だ 。 半 
和 制 は 商業 の 発展 が し や すい 半面 , 
戦時 に 内 乱 が 発生 し や すい と いう 特 
徴 が ある 。 

時 語 を 起こ し て 共和 制 に 政治 転換 


EE 


ーー 


mm 
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する と き に は , 無政府 状態 の 期間 が 
7 ター ン 生 じ る 。 こ の 期間 内 で は , 
生産 活動 が 一 切 行 えな い ば か りか 内 
乱 が 起こ りや すい 状況 と な る の で , 
戦時 下 で 革命 を 起こ す の は や め て お 
(きっ) 
また 文化 勝利 を 狙う 場合 で も , あ 
る 程度 の 軍備 は 備え て お いた ほう が 
よい 。 戦 闘 ユ ニッ ト が 極端 に 少な い 
号 合 で は ほか の 文明 が 外交 で 威圧 的 
な 態度 を 取り , 対等 な トレ ー ド が 行 
えな く な っ て し まう た め だ 。 共和制 
で は , 戦闘 ユニ ッ ト 数 に 応じ た 維持 


ーーー ーー 


” 自 


費 が 必要 と な る が , 軍事 担当 相 の 報 
告 を 参考 に し て ユニ ッ ト 数 を 決定 し 
KU が X 記 ら 記 


| 





る し て お り ま 
半 語 を 起こ すべ き で し ょ うか? 
1 政 体 割 に つい て 詳し く 話し て くれ た まえ 。 
介し 、 革 直 を 起こ す と し よ 
し いや 、 きま 邦 で 問題 な い 。 





ら 





共和 制 に 変わ る の が 早い ほど , 発展 し や すく な る 。 
生産 性 が 上 が る の が 利点 だ 








Chapter2: 浮 券 ら 憲 本 双 お ける 領土 拡大 の ヨウ | 
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人 @ 科 学 技術 を 発見 し て , 

新 ユ ニッ ト を 前 線 に 投入 する 

戦闘 型 で 成長 し て いる と き で も 
技術 の 研究 は 重要 な 要素 。 な ぜ な ら 
技術 の 発見 に よっ て 新しい ユニ ッ ト 
が 作成 で きる よう に な る か ら だ 。 上 
位 の ユニ ッ ト は 攻撃 力 , 防御 力 に 優 
れ て お り , 領土 拡大 の スピ ー ド が 飛 
躍 的 に アッ プ す る の だ 。 

新 ユ ニッ ト が 生産 で きる よう に な 
る 技術 に は , 封建 制 , 発明 , 火薬 , 


戦闘 型 の 技術 開発 順 の 一 例 





騎士 道 , 職業 軍人 な ど が ある 。 こ の 
うち 騎馬 ユニ ッ ト が 作成 で きる 「 騰 
士道 と 「 職 業 軍 人 」 を 優先 的 に 研究 
し て いこ う 。 須 馬 ユ ニッ ト に は , 移 
動力 に 優れ て いて 戦闘 時 に 体力 が 激 
減 し た 場合 に 戦闘 か ら 離 脱し て 全 減 
し づら く な る 能力 が ある 。 

七 不思議 で は , 「 孫 子 の 兵法 」 と 
「 ダ ビン チ の 工房 ] の 二 つ を な ん と し 
て も 開発 し た い 。 孫子 の 兵法 は 陸 続 
き の 大 陸 に ある 自国 の すべ て の 都市 


1 ee mf の ms20ccmn ツ ーーー で 


で 
1 @ 技 術 研究 の 速度 を 増加 させ る 
# 文化 勝利 を 目指 す と き の 最 重要 課 
題 は , 内 需 面 を 充実 させ て 料 学 技術 
| の 研究 スピ ー ド を 上 昇 さ せる こと 
、 だ 。 研 究 の 速度 を 上 昇 させ る に は , 
| 古代 で 「 文 学 ] を 発見 する と 建設 で き 
| る [図書 館 」, 中 世 で 「 教 育 ] を 発見 す 


る と 建設 で きる 「 大 学 」 を すべ て の 都 
市 に 設置 し こい く の だ 。 こ の た め 
中 世 で の 技術 開発 は , 一 神 圭 。 神学 , 
教育 の 順番 で 行い , 





早期 か ら 大 学 を 


文化 型 の 技術 開発 順 の 一 例 
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建設 で きる よう に する の が お 勧め 
だ 。 

文化 勝利 を 目指 す 場合 に 重要 と な 
る 七 不 思 議 は , 中 世 で は 「 コ ペル ニ 
クス の 天文 台 」, 「 ニ ュー トン の 学士 
院 」 の 二 つ だ 。 ど ちら も 科学 研究 を 
1.5 倍 に する 効果 を 持ち , 開発 完了 
まで の ター ン 数 を 減少 させ る 。 天 文 
学 , 万 有 引 力 の 法則 の 二 つ の 技術 を 
優先 的 に 開発 し て いこ う 。 

逆 に 不 必要 と 思わ れる 七 不思議 で 


トト こ ご で 表 












に 兵舎 が 設置 され る の で , ここ まで 
の プレ イ で 兵舎 を 設置 し た 都市 で 
は , 売却 し て 維持 費 の 軽減 を 図 つて 
SYS つ 5) 計 2ol221 ン ジジ の IE 


記 9 順 計 の 2 ググ /| レ ラド 所 区 
額 と な る 効果 を 持つ て いる 。 戦闘 型 
で 勝利 を 目指 し て いる な ら ば 必須 と 
な る 七 不思議 の 一 つ だ 。 





和義 4 / タ ー ン 
9 @ @ 1 


食料 27 /9ー ジ 


商業 7 ターン 


見 事 に 孫子 の 兵法 を 開発 で きた ら , 同じ 大 陸 に あ 
る 兵舎 は 売却 し て し まお う 
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も ほか の 文明 が 開発 し て し まう と , 
以後 の プレ イ が 厳し く な つて し まう 
こと が ある た め , 孫子 の 兵法 や ダビ 
ンチ の 工房 な ど は 開発 を 進め て お く 
の が よい だ ろう 。 万 里 の 長城 や ファ 
ロス 灯台 な ど は , 余裕 が ある 場合 
み 開 発する に 留め て お いた ほう が よ 
い 。 


- チ ーー デー 


あー 





研究 如 度 が 増す と , 素早 い ユニ ッ ト の 生 寿都 市 ' 
改善 の 設置 が 行え る よう に な る \ 


キー N 





人 @ 周 囲 の 文明 に 対し て 

領土 拡大 を 行う 

軍備 が 整 つ た ら 戦争 を 仁 か が ける わ 
け だ が , 2 種類 の 状況 が 考え られ る 
の で , それ に 応じ て 取る べき 行動 を 
選択 し て いく 。 

ー つ め は , 序 能 に 戦争 を 仁 か けた 
文明 が それ ほど の 成長 を 見 せ て いな 
い 状 況 。 こ の 場合 で は 部 隊 の 攻撃 方 
向 を 狭め る 意味 合い か ら も , 減 ぼ し 
て し まう の が よい だ ろう 。「 崎 兵隊 ] 
が 作成 で きれ ば 文句 な し だ が , 技術 
を 発見 し て か ら 前 線 に 数 を そろ えて 
授 入 する に は タイ ムラ グ が 生じ る た 
め , 「 軍 団 兵 」 と [騎乗 兵 」。「 長 己 兵 ] 
を メイ ン に し て 攻略 し て いく 。 敵 の 
防御 ユニ ッ ト は お そら く 戦 士 , 槍 兵 
な どの 下位 ユニ ッ ト な の で , 簡単 に 


制 話 し て いけ る だ ろう 。 制圧 し た 都 
市 は 。 自国 都市 と の 距離 や 周囲 の 資 
源 を 考慮 し て , 行政 官 を 派遣 する か 
破壊 し て し まう か を 決定 し よう 。 制 
圧し た 都市 が 資源 的 魅力 に 乏しい 場 
合 や 都市 同士 が ,。 近づき すぎ て いた 
り し た 場合 は 、 破 壊し て も よい 。 
も う 一 つづ は , 自国 と 同様 の 勢い で 
成長 し て いる 文明 が いる 状況 。 こ れ 
も 基 本 的 に は 制圧 する 方 向 で 侵攻 し 
て か まわ な い が , 技術 の トレ ー ド 相 
手 を 残す と いう 理由 か ら , 適度 な と 
ころ で 平和 条約 を 締結 し て し まう の 
も 一 つの 手 だ 。 

資源 的 に 有利 な 場所 に 敵 文明 の 都 
市 が ある 場合 は , 積極 的 に 狙っ て い 
きた い 。 も し その 都市 の 人 口 が 多く 
成長 し て いる と き に は , 制圧 後に 破 


壊し て か ら 開 拓 者 で 新規 に 都市 を 建 
て 直し て も よい だ ろう 。 レ ジス タン 
ス の 鎮圧 に , 兵力 が 長 時 間 割 か れ て 
し まう か ら だ 。 

前 線 に 近い 都市 で は , 戦闘 ユニ ッ 
ト を 連続 的 に 作成 し て 巻き 返さ れ な 
いよ うに し よう 。 





。 軍事 担当 相 


| 青 二 オ な ギリ シャ を 潤 ほ し まし た ぞ . 間 下 。 
も 全体 図 は ば うな っ て いる ?. 
人 吉報 だ | 記 ら に と っ て は 当 技 の 運 語 だ な 








兵力 で 圧倒 すれ ば , 文明 を 滅ぼす こと も 可能 。 戦 
闘 型 で 勝利 を 狙っ て いる な ら ば , 侵攻 速度 を 緩め 
な いよ うに 
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人 @ 歳 入 を 増加 させ て 

* 都市 改善 費 に つぎ 込む 
科学 研究 の 開発 速度 は , 図書 館 や 
大 学 を 設置 する こと で 上 昇 さ せら れ 
る が , ある 程度 の 限界 が ある 。 そ れ 
以上 の スピ ー ド アッ プ を する 場合 


1 
( 
、 は , 科学 研究 費 の 割合 を 増加 させ る 
必要 が ある 。 し か し 科学 研究 の 割合 
を 増加 させ る と , 歳入 も 増え る が 研 
究 費 も 増え る た め に , トー タル と し 
て は マイ ナス と な る 。 ま た 共和 制 で 
は 緊急 生産 で ゴー ルド を 消費 する の 
で , 自国 都市 で 生産 する 絶対 的 な ゴ 
ー ル ド 量 を 増加 させ な けれ ば な ら な 
い の だ 。 

ター ン ご と に 得 ら れる ゴー ルド 量 

を 増やす に は , 都市 に 市 場 や 銀行 な 

ど を 設置 し た り , 無駄 な 施設 、 戦 闘 
ーー 


ym 
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ユニ ッ ト な ど を 減ら せ ば よい 。 市 場 
や 銀行 は 現状 の 生産 量 で 得 ら れる ゴ 
ー ル ド を 増加 させ る 効果 を 持つ の 
で 。 ま ず は これ ら の 都市 改善 を 設置 
し て いこ う 。 す べ て の 都市 に 設置 で 
きれ ば 歳入 は プラ ス と な る は ず だ 
が , も し マイ ナス と な っ て し まっ て 
いる 場合 は , 戦闘 ユニ ッ ト が 多 す ぎ 
る 可能 性 が ある 。 所 有 し て いる 都市 
の 2.5-3 倍 程度 の 戦闘 ユニ ッ ト が 
いれ ば た いて い の 状 況 に は 対処 で き 
る の で , それ 以上 の ユニ ッ ト を 保有 
し て いた 場合 は 廃棄 し て シー ルド に 
変換 し て し まお う 。 

逆 に , 労働 者 は 多 す ぎる ほど 生産 
し て し まう の が よい 。 人口 が 減少 傾 
向 に ある 都市 や 人 円 が 12 と な っ て 
し まっ た 都市 で 労働 者 を 大 量 に 生産 


ーー 


mo 
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すれ ば , 複数 ユニ ッ ト で 環境 改善 に 
取り 掛か れる た め に 、 実 質 的 に 完了 
まで の ター ン 数 を 減少 させ られ る の 
だ 。 人口 を 13 以 上 に する た め に 必 
要 な 施設 の 病院 は , 工業 化 時 代 以 降 
で 建設 で きる よう に な る 。 そ れ ま で 
に 労働 者 を 増やし て お こう 。 






WE > 
Se # 
港 光 や 僕 山 だ け で な く , 図書 館 や 市 場 な ど を 設置 
し で 都市 を 発展 させ て いこ う 

















Chapter2 衣 泡 区 ち 理 難 必 お ける 領土 拡大 の コツ 。 1 





ほか の 大 陸 に 進出 する 

中 世 も 後半 に 差し か か る と , 電磁 
気 学 を 発見 し て 本 格 的 に ほか の 大 陸 
に 進出 し て いく 準備 が 整 つ て くる 。 
それ まで ガレ ー 有 山 し か 作成 で き な か 
つた 海上 ユニ ッ ト が , 電磁 気 学 を 発 
見 する と , 輸送 用 の ガレ オン 骨 と 攻 
撃 用 の フリ ゲー ト 骨 の 2 種類 が 生産 
で きる よう に な る 。 

これ ら の 能 船 を 使え ば , ユニ ッ ト 
を ほか の 大 陸 へ 輸送 し た り , 戦争 時 
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に 都市 へ の 砲撃 を し た り で きる よう 
に な る の だ 。 砲撃 は 「 防 御 ユ ニッ ト 
へ の ダメ ー ジ ], [都市 へ の ダメ ー 
ジ ]」, 「 砲 撃 失敗 」 の 3 種類 の 結果 が あ 
り , 都市 制圧 を 強力 に サポ ー ト し て 
KU に ら ) ら りら 

遠洋 に 進出 する と き に 役立つ の 
が , 七 不思議 の 「 マ ゼラ ン の 世界 周 
航 ] だ 。 艦船 ユニ ッ ト の 移動 力 が 増 
すこ と で , 制海権 が 握り や すく な る 
7 の 5 





フリ ゲー ト 艦 を 活用 すれ ば , それ ほど の 兵力 を 用 
意 し な く と も 都市 を 陥落 させ られ る 
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く 。 0 これ 


まこ 


人 @ 隣 接する 都市 を 文化 レベ ル で 
圧倒 し て 離反 させ る 
Civ3 で は , 文化 型 で 成長 し て い 

る 場合 に お いて も 領土 を 拡大 する 方 

法 が 用 意 さ れ て いる 。 
領土 エリ ア が 接し て いる 都市 で は 

文化 レベ ル に 圧 側 的 な 差 が ある と , 

文化 レベ ル が 色 つ て いる ほう の 都市 

が 座 反 する と いう 状況 が 起こ る の だ 。 

離反 は ター ン 開 始 時 に ラン ダム で 決 

定 さ れ て いる た め , 確実 な 方 法 と い 


@ 浪 費 を 抑え る た め の コ ツ 
浪費 と は , 生産 され た シー ルド を 
無駄 に 消費 し て し まう 現象 の こと を 
いい , 都市 で 作成 され る ユニ ッ ト や 
技術 の 開発 を 遅滞 きせ る 原因 と な る 
(詳細 は p.22 を 参照 )。 宮殿 が ある 
首都 や 紫禁城 が ある 都市 で は 浪費 が 
抑 えら れ て いる が , その 都市 か ら 離 
れる に つれ て 浪費 が 多く な っ て い 


Ye 


wo 
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仙人 We な の 
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う も の は 存在 し な い ( 離 反 さ せ や すい 
パタ ー ン は 存在 する 。p.23 参 照 ) が , 
文化 勝利 を 目指 し て いる と き に は , 
いく つか の 都市 を 離反 に よっ つて 手中 
に 収め る こと が ある だ ろう 。 
自国 に 寝返っ て きた 都市 は , 


や っ 電 紅 


ほ と 


ん ど ま つ っ つ たく と いつ て いい ほど 都市 5 


改善 され て いな いこ と が 多い 。 寺院 
や 聖堂 」 図 書館 を 普通 に 設置 し て も 
ラチ が あか な い の で , 緊 女 生産 を 使 
つて 素早 く 成 長 さ せ て いこ う 。 


ら の 都市 か ら 10 ス クエ ア 以 上 離れ 
る と 浪費 が 多く な る 傾向 に ある よう 
だ 。 最 初 に 建設 し た 首都 が 領土 の 端 
に ある よう な 場合 で は , 積 橿 的 に 還 
都 を 行っ て , 人 鶴 土 内 の 浪費 を 抑え る 
よう に し よう 。 
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文化 レベ ル で 国境 を 大 きく 圧倒 すれ ば 。 都 市 が 離 
反する こと が ある 
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また 浪費 が 多い 都市 で は , 生産 カ 計 だ : | 
が 低 さ か ら 都 市 改善 を 設置 する まで 。 ““ = 二 。 議 、 
5 な 0 B 肝 

の ター ン も 長く な つて し まう た 0 生 放 の ある 都市 か ら 隊 れ る さと に , シー | 

机 急 生産 を うま く 活 用 し よう 。 ルド の 浪費 や 洒 職 が 増加 し で いく 
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中 世 ま で は 戦闘 型 と 文化 型 に 分 け て 解説 し て きた が , 
レイ スタ イル と な る 。 序盤 で の アド バン テー ジ を 生か せ て いれ は ば , 





目 ご と に ピン ポイ ント で まとめ て 解説 し て いこ う 。 





中 般 以 降 の ゲー ム の 流れ と 勝利 へ の コッ 


工業 化 時 代 以降 は 』 いま まで の 行動 を さら に 推し 進め ぐい く プ 
今後 も 有利 に 展開 で きる 。 こ と こ か ら の 成長 を , 項 





AD1500 年 を 過ぎ た あたり で , 
文明 の ラン ク が 上 昇 し て 工業 化 時 代 
へ と 突入 する こと に な る 。 工業化 時 
PR ッ ト は 戦闘 機 や 戦 

, 戦車 な ど が 登場 する が , 牙 撃 カ 
が 大 幅 に 優れ て いる の が 特 
徴 だ 。 こ れ ら の 戦闘 ユニ ッ ト が 生産 
で きる よう に な っ た ら , それ まで の 
ユニ ッ ト と 置き 換え る よう に 生産 し 
KUNa 記 記 

ゲー ム 序 角 で 生産 で きる 戦闘 ユニ 
ッ ト の うち , 槍 兵 は アッ プ グ レー ド 
回 数 が 多く 用 意 さ れ て いる の が 特徴 
で 請 尽 明 ラ ルク が 現代 局 な 5: も 2 
ッ プ グレ ー ド の コー ス が 用 意 さ れ て 
(る の 7 語 9 三 R の 24 の ん クラ 5 








6 兵舎 が 設置 され て いる 都市 で 

oiGANG き ( 還 まだ たり 204 ルク 4 レラ 王 
和 D ター ン で 最新 の 戦闘 
ユニ ッ ト に 変化 させ られ る の が メリ 
ッ ト 。 戦士 は 軍団 兵 , 弓 兵 は 長 弓 兵 
と , それ ぞ れ 1 段階 ずつ アッ プ グ レ 
三 ING き る 5 

の ほか の | 陸 諾 ミニ ツ ト ド G で は 『 
「 自 動車 輸送 」 を 発見 する と 作成 で き 
る よう に な る 「 戦 車 ] や , 「 ナ ショ ナ 
リズ ム 」 を 発見 する と 作成 で きる よ 
うに な る 「 ラ イフ ル 兵 」 が ある 。 こ れ 
ら の 戦闘 ユニ ッ ト を 作成 し て 徐々 に 
部 隊 の 中 核 に 変更 し て いこ う 。 

中 世 の 後 半 か ら は 海上 ユニ ッ ト も 
充実 し て き て , 海戦 が 頻繁 に 行わ れ 









る よう に な る 。 
る 都市 で は , 
昇 さ せる 都市 下 
海上 ユニ ッ ト 用 の 兵 音 と も いえ 
設置 し て , アラ 
の が よい 。 





ロー マ - 君主 政治 (5.5.0) 
1705 AD 171 ヨー ルド (+18 / タ ー ン ) 
電気 (6 ター ン ) 


攻撃 力 4 防御 力 6 で 攻撃 に も 防御 に も 使い や すい 
ライ フル 兵 。 移 動力 に 優れ た 騎兵 隊 と 組ま せ て 進 
軍 し よう 








工業 化 時 代 で は , 人 口 が 増え て サ 
イズ が 12 単 位 の 都市 が 多く な っ て 
くる 。 都市 の 成長 に は いく つか の 眉 
階 が あり , 必要 な 都市 改善 を 設置 す 
る こと に よっ て 人 口 制 限 か ら 開放 さ 
れ て 増加 し 始め る の だ 。 13 以 上 の 
サイ ズ の 都市 に する た め に は , 病院 


工業 化 時 代 の 技術 開発 の 一 例 







が 必須 だ 。 

都市 人 口 が 増え る メリ ッ ト は , シ 
ー ル ド や 食料 の 生産 力 向上 が 最も 大 
き な も の だ 。 生産 力 の 上 昇 に より , 
ユニ ッ ト 生 産 や 技術 開発 に 要する 
ー ン 数 が 減少 する 。 

また 大 き な だ 影響 力 を 与え る 七 不 思 















議 の 開発 に 要する ター ン 数 も 減少 す 
る た め , 工業 化 時 代 で は , 領土 内 に 
人 口 が 多い 都市 を 三 つ は 作 つ て お こ 
う 。 





都市 サイ ズ を 1 SA 上 に する に は 病院 が 及 
要 だ 。 大 都市 へ 発展 する に は 都市 改善 が 








Civ3 で は , 無 計画 に 領土 拡大 を 
し て いく の は あま りお 勧め で き な 
い 。 な ぜ な ら マ ッ プ サイ ズ に 応じ て 
最適 な 支配 都市 数 (p.22 参 照 ) と い 
う も の が ある か ら だ 。 今回 は , マッ 
プ 「 小 」 を 選択 し て いる の で 支配 に 最 
適 な 都市 数 は 14 と な る 。 そ れ を 越 
える 数 の 都市 を 支配 する と 汚職 や 











摺 い て し ま : 


逆 に 積極 的 に 支配 し て いき た い 都 





奪っ た 都市 に は レジ スタ ンス が いる の で その 鎮圧 が 最初 
の 仕事 と な る 





市 と いう の は , 戦略 資源 や 贅沢 品 を 
多く 産出 する 地域 に ある 都市 で , 海 
岸 線 よ り も 少し 内 陸 側 に ある ほう 
が , 人 口 成長 度 も 高く 今後 の 発展 が 
期待 で きる 。 コ ンピュータ AI が 操 
る 文明 が 建設 し た 都市 は 将来 の 資 
源 位置 を 考え て 建設 され て いる よう 
な の で (p.27 参 照 ) 戦争 に よっ て 
得 た 都市 は 発展 し や すい 傾向 に ある 
と 言い 切っ つて も よい だ ろう 。 

ほか の 文明 と 国境 が 接し て な く , 
さら に 資源 を 多く 産出 する 都市 に は 





奪っ た 都市 に お や み に 行 政官 を 





早々 に 市 場 を 建設 し て 税収 を 増やし 
ia の 5 

また [蒸気 機関 の 発見 に よっ て 建 
設 可能 と な る 火力 発電 所 と 工場 は , 
状況 に 応じ て 建設 する 都市 を 決め て 
いく 。 な ぜ 状 況 に よっ て 変え て いく 
か と いう と , これ ら の 施設 は 公定 を 
E 生 する か ら で あ る 。 公害 は 周囲 の 
土地 を 汚染 させ て 生産 性 を 落と し て 
し まう ほか , 温暖 化 を 招い て し まう 
た め , 中 盤 以 降 で は 極力 公害 を 抑え 
て いか な けれ ば な ら な い 。 








派遣 し て いる と , 収 欠か っ か な く 


な る 。 診 城 に 変え て し まう の も 一 つの 手段 だ 





工業 化 時 代 と な る と , 相互 通行 条 
約 や 相互 防衛 抄 約 な ど 外交 面 で ほか 
の 文明 と の 連携 が 必須 要素 と な っ て 
くる 。 序盤 で アド バン テー ジ を 提 つ っ 
て 順調 に 成長 し て き て いる 場合 で 
は , ほか の 文明 と 技術 面 で 大 きく 差 
を つけ て いる は ず だ 。 こ の た め 序 盤 
で 活用 し た 外交 で 技術 を 入手 する と 
いう こと は も は や 必要 な く , それ よ 

! り 簡便 て 

り 明 作り と いう 要素 が 強く な っ 
て くる の で ある 。 

今回 は , 自分 以外 に 三 つ の 文明 が 
存在 し て いる 。 陸 続き と な っ て いな 





\ く た 








い 場 所 や 遠 地 に 無傷 で 成長 し て いる 
コン ピュ ー タ AI の 文明 が いた 場合 
(以下 , 文明 A と 呼称 する ) は , その 
文明 A を ター ゲッ ト と し て 戦争 や 対 
抗 政策 を し て いく こと と な る 。 
まず は 序 朋 で 戦争 を 働か けた 文明 
と 秒 約 を 締結 する な ど し て , 対外 評 
価 を 上 昇 さ せ て いく 。 そ し て ほか の 
文明 と , 今後 可能 と な る 対 交易 禁止 
抄 約 を 文明 A を ター ゲッ ト と し て 結 
ん で いく の だ 。 そ うす る と 孤立 し た 
文明 A は 現代 で 国際 連合 が 発足 し た 
場合 で も , 評価 が 低く な る だ ろう 。 
中 龍 以降 と な る と , ライ バル の 文 


明 同 士 で 抄 約 を 締結 し て し まつ て 
逆 に 自国 が 孤立 し て し まう 可能 性 が 
大 きい 。 早 めか ら 頻 繁 に 外交 を 行っ 
て イメ ー ジ アッ プ を 図っ て お こう 。 








交易 禁止 や 相互 通行 条約 な ど を 活用 し て , 目標 と 
な る 文明 を 追い 詰め て いく 





政治 体制 を 


る ポイ ント 





工業 化 時 代 に 突入 する 時 期 で は 
戦闘 型 で は 君主 政治 。 文化 型 で は 共 
和 制 と な つて いる は ず だ 。 こ れ に 加 
えて 中 世に は , 三 つ め の 政治 体制 で 
ある 民主 主義 そし て 工業 化 時 代 に 
は 共産 主義 が 開発 可能 と な る 。 専 制 
は デメ リッ ド が 多い た め 上 記 こ で は 
除外 する が , 残り の 四 つ の 政治 体制 
の どれ が 一 番 優れ て いる の か と いう 
当 避 は 還 論 2G 才 佳 訪 が な の 縛 き これ 
ら 四 つの 政治 体制 は 。 プレ イス タイ 
ル に よっ て 是 に も 否 に も な っ つて し ま 
選 )/ た C の 7 た 

戦闘 型 で プレ イ し て いる と き の 共 
和 制 や 民主 主義 で は , 戦闘 ユニ ッ ト 
の 維持 に 大 な ゴー ルド が 必要 と な 
る ば か りか , 厩 戦 感情 が 増大 し て , 
無政府 状態 に 陥っ て し まい が ち だ 。 
この 二 つ の 政治 体制 は , 文化 型 に う 
用 5 成 (USc9 

君主 政治 や 共産 主義 で は 微 兵 制度 
に よっ て 戦闘 ユニ ッ ト の 補充 数 が 多 
い ほ か , 一 定数 の 軍隊 を 維持 費 な し 


で 保持 で きる た め , 戦争 に よっ て 領 
土 拡 大 し て いく と き に 有利 な 政治 体 
制 だ 。 

また 政治 体制 の 切り 替え 時 期 は , 
その 文明 の 進化 スタ イル に よっ つて も 
異な る が ,、 と に か く 人 ぐ 必要 が ある 
の は , 最初 の 切り 替え 時 , つ まり 専 
制 か ら の 転換 時 だ 。 君 主 政治 と 共和 
制 の どちら で も , 発見 は AD200 年 


ei 
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軍 剛 一 臣 ロー マ ・ 者 計 政 治 


| MM 








か ら 300 年 頃 に 完了 する の で , す 
ぐに 時 語 を 起こ し て し まう の が よ 
い 。 

そし て 2 回 め の 切 り 替 え 時 期 は 
文化 型 な ら ば AD1400 年 前 後に タ 
イミ ング が 訪れ る 。 戦 闘 型 の 場合 は , 
技術 の 進歩 が 遅く な り が ちな た め , 
君主 政治 か ら 変 更 し な く と も よい だ 
る ろ ⑤ 


邊 情 る の リー ダー 
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IE 


軍隊 一 覧 イギリス 共和制 


| 妊 主 政治 や 共 痢 主 義 
| では, 制限 は ある も 
則 の の , 戦闘 ユニット 
| の 維持 回 が 少な く て 
済 お 








戦闘 を 繰り 返す と 軍事 ユニ ッ ト の 
ラン ク が 上 昇 し て いく の だ が , 最高 
ラン ク の 精鋭 兵 と な る と , 耐久 力 が 
5 に な る ほか , 戦闘 に 勝利 する と リ 
ー ダ ー が 生ま れる 可能 性 が ある 。 リ 
ー ダ ー は , 七 不 思 讃 な どの 開発 を 芝 
異 的 に 早め る こと や 複数 の 軍事 ユニ 
ッ ト を まとめ て 軍隊 を 結成 する な 
ど , 非常 に 強力 な 効果 を 持つ て いる 
の が 特徴 だ 。 

リー ダー は 同時 に 二 人 以 上 は 存在 
で き な く な つて お り , 前 述 の 行動 を 
と っ て 消滅 させ れ ば 再び リー ダー が 
出現 する チャ ンス が ある 。 こ の た め 


戦争 時 で は , 精鋭 兵 を 重点 的 に ま 
た 倒さ れ な いよ う 大 事 に 運用 し て い 
く 必 要 が ある 。 

戦闘 型 」 防御 型 の どちら で も , 是 
本 的 に リー ダー は 七 不思議 の 開発 に 
携 あ ら 直 大 ほ 5 が まま) 縛 卓二 鍵 が 
七 不 思 議 の 緊急 生産 を 行う と , どん 
な に 開発 が 長期 間 に 渡 つて いる も の 
で も 次 ター ン に は 必ず 完成 する の 
で , こ こ ぞ と いう も の に 惜しみ な く 
使 お う 。 

一 方 , 軍隊 の 結成 に リー ダー を 使 
つた 場合 で は , 最大 三 つ の 戦闘 ユニ 
ッ ト を 言う 全 ま と めで 強力 な ヨミ ヨッ 


ト に する こと が 可能 だ 。 軍 隊 の 移動 
は 一 番 低 い ユ ニッ ト に 合わ せら れる 
た め , 同 タ イプ の ユニ ッ ト だ け て で 構 
成す る の が よい だ ろう 。 

1 、 と 


ー ト ラジ ャ ン 軌 
nn.sa 8 
回 折 YI 議 罰 


ロー マ - 君主 政治 (5.5.0) 
1906 AD 782 ゴー ルド (+104 / タ ー ン ) 
共産 主義 (6 ター 20PF TIN ト 





リー ダー は 七 不思議 の 開発 スピ ビード を 上 げ る こと 
に 利用 し よう 。 戦 闘 型 な ら ば , 戦争 を 多く こなす 
た め 出 現 数 も 多く な る 





Chapter3 : 踊 区 際 の 上 講 剛 の 流れ と 勝利 へ の コウ 19 


現代 に な る と 都市 人 口 が 増え , ま 
Sc1209MHDI 細 人 
生ずる 者 







前 いて し まう た め 

部 市 改善 で 抑え て いか ね ば な ら な 
い 。 深刻 な 事態 と は , 地形 が 変化 し 
て , それ まで の 環境 改善 設備 に よっ 
て 高め られ た 生産 力 が 変動 し て し ま 


うこ と だ 。 森林 が 草原 に 変化 し , 最 
終 的 に は 砂漠 に な つて し まい , 生産 
力 の 低下 を 引き 起こ し て し まう と い 
うわ け だ 。 

公害 を 抑え る た め に は , 発電 所 を 
水力 や ソー ラー シス テム に 置き 換 
え , 「 リ サイ クル セン ター」 や 「 公 共 
交通 機関 」 の 設置 な ど が ある の で 研 
究 が 完了 次 第 , 随時 設置 し こい こう 。 








公害 が 発生 し た 土地 は 。 資源 を 産出 し な く な 
っ て し まう 。 こ れ 以 上 に 深刻 と な る と 地形 が 
変化 する こと も ある 





ほか の 大 陸 に 進出 し て いる と き の 
大 き な 問 題 は 。 本 島 と 同じ よう な 大 
都市 が な いた め に 戦略 資源 の 供給 が 
十分 に 受け られ ず , それ に より 戦闘 
ユニ ッ ト の 生産 が 制限 され て し まう 
こと だ 。 本 島 で 戦闘 ユニ ッ ト を 生産 
し て , それ を 順次 前 線 へ と 送っ て い 
く の で は 時 間 が か か つて し まう た 
め , 直接 前 線 の 都市 で も ユニ ッ ト を 
生産 する 必要 性 が 出 て くる 。 
これ は 空港 / 港 を 利用 する こと で 





ナシ ョ ナリ ズム を 開発 する と , 微 
募 兵 が 招集 で きる よう に な る 。 微 募 
兵 は ワン クリ ッ ク の み で 生涯 
の が メリ ッ ト で , 瞬時 に 戦闘 ユニ ッ 
ト を 揃え た い 場 合 に 重宝 する 。 し か 
し 徴 募 兵 は 一 般 兵 より も ラン ク が 劣 
り , 体力 が 2 し か な いこ と , 都市 住 
民 が 減少 し て し まう こと , また 徴兵 
する と その 都市 の 市 民 が 20 タ ー ン 
に 渡っ て 不満 を 持つ よう に な っ て し 
まい , 内 乱 が 起こ りや すく な る こと 













し て , 本 島 と 同様 の 資源 供給 を 受け 
られ , ユニ ッ ト が 生産 で きる よう に 
な る の だ 。 陸 続き と な つて いな い ラ 
イ バ ル 文明 と の 交易 を する た め に 
も , 治 岸 に ある 都市 に 港 を 一 つ は 設 
置 し て お こう 。 

中 盤 以 降 で は , 緊急 生産 を 活用 し 
て 都市 開発 を 急速 に 進め て いこ う 。 
中 盤 以 降 に 建設 され た 都市 は , まず 
研究 速度 を 上 昇 さ せる た め に 図書 館 
と 大 学 を 設置 する 。 その 後 。 領土 エ 
リア を 広げ る た め に 寺院, 聖堂 を 設 
置 す る 。 こ こま で が 基本 的 な 都市 改 


の 三 つ の デメ リッ ト が ある 。 

徴 募 兵 が 召集 で きる 回 数 は 政治 体 
制 に よっ て 変化 する が , 頻繁 に 使う 
よう な こと は せ ず , 最終 手段 と し て 
お こう 。 








治 体制 に よる 徴 募 兵 の 招集 数 
民 詩 手 義 = 
共和 制 6 に 
専制 8 
君主 下 治 0 
共 苦 主 開 8 ョ ニッ ト 














の 設置 順 で 。 そ こ か ら 状 況 に 応じ 
て , 兵 告 や 空港 , 港 な どの 軍事 施設 


) 2 で 本 


に 取り か か れ ば よい だ ろう 。 





空港 が 設置 され て いる 都市 で は , 本 島 と 同じ よう 
に 戦闘 ユニ ッ ト を 作成 で きる 


人 口 が 多い 都市 か ら こ まめ に 召集 し て いる と . 
の よう な 状態 に 。 数 で 押す 戦法 も 有効 だ 





(@ ぐ EK 2! 








腕 初心 者 ! 中 級 痢 に な る た め の Hips 集 


ここ まで で , Civ3 の 基本 は ほとん ど 紹 介 で きた と 思う 。 す べ て の 内 容 を 理解 で きた と いう 人 は もう ! 惣 選者 で は な 
い だ ろ う 。 し か し Civ3 の 真 の 面白 さ が 分 か る の は , 中 級 レ ベル に な っ て か ら 。 この 先 に , さら に 奥深 い 世 界 が 待っ 
て いる の だ 。 そ こ で この Chapter4 で は , 脱 初心 者 で 中 級 者 を 目指 す 人 に 必要 な Tips を 紹介 し で ぐい ぉ う 。 


リー ダー の 活用 方 法 





最終 的 に どん な 勝利 を 目指 し て い 
た と し て も , 古代 に 戦争 を し まく る 
と いう 攻略 法 は , 大 い に 有 効 だ 。 こ 
40 NERO 9 





何 気 
の リー3 
が ライ バル 文明 の ユニ ッ ト に 勝利 す 
る と , リー ダー が 誕生 する こと が あ 
る (な お 密 族 に いく ら 勝 つて も リー 
ダー は 生ま れ な い ) 。 リ ー ダ ー が 序 
盤 で 手 に 入れ ば , その 力 を 使っ て 紫 
禁 城 を 生産 し て みよ う 。 そ の と き , 









生産 する 都市 は よく 吟味 する こと 。 
首都 か ら 離 れ た 大 都市 か , その 近辺 
の 都市 に 生産 する の が いい だ ろう 。 

また 好み に も よる が , 最初 に 一 度 
リー ダー で 軍隊 を 編成 し て お く の も 
いい 。 軍隊 と は , 地上 ユニ ッ ト を ま 
2 っ だ 提 っ Ji に っ 志 当 ツル 2kc に コ 
の 能力 を 使う と , 例え ば 刻 士 を 3 体 ま 
と め て 攻撃 , と いつ た こと が で きる 
の だ 。 そ し て この 軍隊 で 勝つ と (相手 


いら な い 都 市 改善 を 売却 


中 


り 呈 で 剛 HfercerfcaHHSr1 
肛 時 計 U9r の ! ン と U 寺 呂 ・ で 





本 AT 。O 二 St 二 き どー ベー 
上 庄 引 半 記 呈 可 > 隊 Hfam | 


Ns 


が 通常 の ユニ ッ ト な ら , 負け る こと 
は そう そう な い だ ろ う ), 小 七 不思議 
の ギル ガメ ッシュ 叙事詩 を 生産 で き 
る よう に な る 。 ギ ル ガ メ ッシュ 叙 事 
詩 が あれ ば , その 後 の リ ー ダ ー の 誕 
生 確 率 が 飛躍 的 に アッ プ す る 。 戦闘 
ー リ ー ダ ー 誕 生 一 大 七 不思議 生産 を 
繰り 返せ ば , 産業 革命 の ころ に は 頭 
ー つ , いや , 頭 二 つく らい 飛び 出し 
た 文明 に な っ つて いる だ ろう 。 





プレ イス タイ ル に よっ て は , 序 骨 
か ら す ぐに 金欠 状態 に な る 場合 が あ 
る 。 人 金欠 に な る 理由 は いろ いろ 考え 
られ る が , まず は ムダ な 都市 改善 が 
な いか 調べ て みよ う 。 慣れ な いう ち 
は 忘れ が ち だ が , ほとん どの 都市 改 
ieGS2 一 PH 
だ 。 だ か らい ら 間 





戦闘 ユニ ッ ト を 生 


前 線 で は な い , 





産 さ せ て いな い 都 市 に 兵 告 は な い だ 
ろう か ? 文化 勝利 を 目指 し て いな 
い の な ら ば , 自 文明 の 都市 に 囲ま れ 
て いて , 領土 エリ ア の 面積 を 増やせ 
な い 都 市 に 寺院 は さほど 必要 な い だ 
ろう 。 人口 が 増え な い ( も し く は こ 
れ 以 上 増やし た く な い ) 都 市 に ある 
穀物 庫 も ムダ で ある 。 

"国王 "以上 の 難易 度 で クリ ア す る 
に は , こう いつ た こま め な 節約 が 必 
要 不 可 欠 と 心得 よう 。 





と 


都市 改善 は 便利 で も , 国庫 を 圧迫 し て は 意味 が な 
い 。 ム ダ お 都市 改善 は 見 つけ 次 第 売却 し よう 























ムダ な 都市 改善 を すべ て 売却 し 
て , それ で も な お 金欠 状態 が 続く よ 
うな ら , 汚職 ” が 原因 だ ろう 。 都 
市 ウィ ンド ウ や 内 務 担 当 相 ウィ ンド 
ウ を 使っ つて, どれ くら い 汚 職 が 多い 
か 確認 し て みよ う 。 

税収 入 を 減ら し て し まう ^ 汚 障 ” 
と シー ルド を 消 和 す る ~ 浪 費 " は , 
Civ3 を プレ イ す る うえ で , ある 意 
味 非常 に 重要 な 要素 で ある 。 実際 , 
海外 の ファ ン サ イト で は , 汚職 と 浪 
費 を 最低 限 に 抑え る こと だ け に 注目 
し た 攻略 法 が 編み 出さ れ て いる くら 
いで ある 。 で は , どう や れ ば 汚職 と 
浪費 を 抑え られ る の だ ろう か ? 


首都 と 紫禁城 


まず , 「 汚 障 と 泡 費 は 首都 か ら 主 
れ た 都市 ほど 多く な る 」 と いう 基本 
を 押さ える べし 。 つ まり 量 本 的 に は , 
あま り に も 首都 か ら 離 れ た と ころ で 
は , 都市 を 建設 し た り ラ イ バ ル 文明 
の 都市 を 奪う た り し な い ほ うがい い 
(0 つ )cg (中 

し か し , ゲー ム プ レイ 中 に は そう 
も いっ て られ な い だ ろ う 。 そ こ で 有 
効 な の が 。 リーダー の 項 で も 触れ た 


理想 的 な 都市 の 数 


プレ イ に 夢中 だ と 気付 か な い が , 
Civ3 本 体 と 同時 に イン スト ー ル さ 
れる 「Civilization 四 エ デ イ タ ]| は , 
一 度 使っ つて みる べき だ ろう 。 こ の エ 
ディ タ は 単に 世界 の マッ プ を 作る だ 
け で は な く , な ん と ゲー ム 中 の 細か 
い デ ー タ まで 変更 する こと が で きる 
の だ 。 違う 言い 方 を すれ ば , Civ3 
の 細か い デ ー タ を すべ て 見 られ る と 
いう こと 。 ち ょ っ と 裏 情報 つぼ い が , 
中 級 者 以上 を 目指 す の な ら , 一 度 ザ 
ッ と 目 を 通し て お くべ きだ ろう 。 

中 で も 気 に な る の が , 「 世 界 の サ 
イズ 」 の タブ 内 に ある 「 理 想 的 な 都 
市 の 数 (汚職 )」 と いう 項目 。 こ この 
数 値 を 表 に し て みた の で , ちょ っ と 
確認 し て ほし い 。 自 文明 の 部 市 の 総 
数 が この 数 字 を 越え る と , 汚職 と 注 
買 が 増え や すい と いう わけ だ 。 自 文 
明 の 都市 を わざ と 破壊 する コマ ンド 
も ある が , それ が し の びな いと いう 
人 は , ライ バル 文明 の 都市 を 奪 つた 
り 離 反 さ せる こと も 頭 に 入れ て , 都 
市 を 建設 し すぎ な いよ う 注 意 。 

































"祝祭 "に は " 浪 細 " を 抑え る 効果 が ある の だ が , 狙っ 
て 発生 させ る の は 難し い 。 都市 の 市 民 は , で きる 
だ け 満 定 さ せ て あげ る よう に 


都市 改善 で 抑 える 


首部 や 紫 床 城 か ら 海 を 隔て て 適 く 
間 れ た 痢 市 で も , 港 や 空港 を 便 っ て 
首都 と つなげ る こと で 汚職 と 浪費 を 
軽減 する こと が で きる 。 も し 陸路 が 
つなが っ て いな い 都 市 が あれ ば , す 
ぐ 試 し て みよ う 。 

また , 汚職 だ け な ら 裁判 所 や 警察 
習 と いつ た 都市 改善 で も 減ら すこ と 
が で きる 。Civ3 発 売 当 時 の バー ジ 
ョ ン で は どちら の 効果 も お 粗末 だ っ 
た が , 1.21f パ ッ チ で , 多少 効果 が 
引き 上 げ ら れ て いる 。 こ の 二 つ を 建 
て て も どう し よう も な い ほ どの 汚職 
で あれ ば , いっ その こと 政治 体制 を 
変更 し て し まお う 。 政治 体制 に つい 











[ 層 本 志 」。 こ の 小 七 思 議 の あぁ る 都 理想 的 な 都市 の 数 て は , 右 ペ ー ジ を 参照 し て ほし い 。 
市 は , 首都 と 同じ 機能 を 持つ こと が 世界 の サイ ズ 都市 の 数 mm 和 
で きる の だ 。 ま た , "首都 "を 生産 す 補 小 1 半 習 を 生産 する と 汚職 が 
れ ば , 天 都 する こと も で きる 。 ゲ ー 小 14 | RSOHG が く 」 ベーク 
ム を 進め て いく うち に 首都 の 位置 が Li 6 加え る こと が で きる 。 し か 
芳しく な いと 思っ た ら , さ つ さ と 居 で 。 生生 の し すぎ に 注 
都 し て し まお う 。 下 大 38 0 
開 
禁 We し 】 麻 we@@ 
城 催 有 ss 7 の 比 に 
和 生 和 KKKKAA ぁ 誠 -= 2 KWKKRNN 試し に 六 判 所 を 生 
前 LLS SS や や 寺 を AWWWWNWWW ^ 産 し て みた が 、 ま 

6 に 由 う だ まだ 汚職 と 浪費 *s= 

訂 放 が 多い ……。 も っ 
これ だ け あ っ た 汚職 と 浪費 (写真 左 ) が 紫禁城 一 つ で ここ まで 減っ た (写真 右 )。 周 り と 抜本 的 な 解決 が 

必要 の よう だ 『 


の 都市 の 影響 も 考え れ ば 。 紫禁城 の 効果 は か な り 大 きい と いえ る だ ろう 





政治 体制 と 胡 戦 感情 に つい 





Chapter3 で も 紹介 し た よう に , 
治 体制 を 変更 する タイ ミン グ は な 
か な か 難し い 。 プ レイ し て いる 文明 
こ ^ 宗 教 志向 ? の 性 格 が な けれ ば , 7 
ター ン も 無政府 状態 に な つて し まう 
か ら だ 。 そ こま で し て 政治 体制 を 変 
更 す る 利点 は ある の だ ろう か ? 

正直 , 長い 目 で みる な ら ば , 「 あ 

0 MA AO パ 
と くに , 新しい 政治 体 | 
た びに に 昌 命 を 起こ す の は , か な り 
の 無駄 で ある 。 

と は いえ まっ つた くも っ て 無駄 と い 
うわ け で は な い 。 バ ラン ス の 取れ た 
プレ イ を 目指 す な ら ば , クリ ア ま で 
に 1 回 な いし 2 回 は 政治 体制 を 変更 






いう 目的 な ら ば 問題 な い が ) か な り 
きび し い プ レイ を 強い られ る 。 首都 
か ら 遠 く 離 れ た 都市 で は . ちょ っ と 
し た 都市 改善 を 維持 する こと さえ 大 
変 だ ろう 。 

下 に , 加 政 治 体制 の 特徴 の 一 部 を 
載せ た 。 犬 戦 感情 と いう の は , 市 民 
0 0 





と し よう 。 
最終 的 な 政治 体制 は 。 …… これ ま 
た 非常 に 難し い 問 題 だ が , 現実 と 同 
様 に ~ 民 主 主義 "を 選ぶ の も いい だ る ろ 
う 。 汚職 と 浪費 が 少な い の は も ちろ 
ん , 労働 者 の 作業 スピ ー ド が 1.5 倍 




















する べき だ ろう 。 そ の 最大 の 理由 は , と いう の が 大 きい 。 中 角 以 降 に 登場 
や は り 汚 職 と 浪費 。 最 初 の 政治 体制 する "鉄道 "は 非常 に 重要 な ファ ク 
で ある "専制 ! の まま で は , (戦争 と ター な の だ が , その と きこ の 民主 主 
押 府 状態 | 専制 | 君 皇 牙 治 | 共和 提 匠 故 馬 民 守 主 
と 浪 細 | 価 了 態 | か な り 柄 い | 悪い | 問題 あり | meeemppguul な い 
妥 情 な し な し な し あり な し 大 きい 
史記 | 不可 能 | 市 民 を 彼 性 に | 金 を 払う | 金 を 払う | 市民 を 自 牧 に | 金 を 払う 
人 午 二 | 半分 の 能力 | 通 提 の 能力 | 通 江 の 能力 | 通 員 の 能力 | 。 通常 の 能力 | 1.5 信 の 能力 


























義 で あれ ば , あっ と いう 間 に 鉄 道 を 
表 MONIG 胃 まお 5) 合 の 選 記 

民主 主義 の 難点 は , その 大 き な 護 
戦 感情 だ 。 軍 事 力 を 大 い に 振 る いた 
い の な ら , 共産 主義 も いい 。 共産 主 
義 は , 都市 を 数 多く , 広大 な 面積 に 
渡っ て 建設 し て も 汚職 と 浪費 が 諾 延 
し に くい , と いう 特徴 も 持っ て いる 。 
あら か じ め ど ちら の 政治 体制 を 目指 
すか 決め て , それ まで の 間 を 専制 政 
治 の まま で いく の か , ほか の 政治 体 
制 を 一 度 挟む の か 考え て みよ う 。 
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ライ バル 文明 の 都市 を 離反 させ よう ! 





中 衣 以 降 に よく 見 る , 都市 の ' 離 
反 ”。 一 滴 も 血 を 流さ ず ( し か も 市 民 
の 機嫌 を 損ね る こと も な く ) ラ イ バ 
ル 文 明 の 都市 が その まま プレ イヤ ー 
の も の に な る わけ で (当然 , 逆 も 起 
こり うる の だ が ), こん な お いし い 
話 は な い 。 可能 な ら ば ガン ガン 離反 
させ た いと ころ だ 。 何 度 か が プレ イ を 
重ね れ ば 分 か つて くる と 思う が , 下 


離反 が 起き や すい 系 件 


・ 主 反 さ せ た い 都市 より , 近く の 自 文明 の 都市 の 文化 的 影響 力 が 大 きい 





・ 可 反 させ た い 部 市 と , 











自 文明 の 都市 の 国境 が 接し て いる 


記 囲 み に 「 離 反 が 起こ りや すい 条件 」 
を 列挙 し て みた 。 

囲み 内 の 項目 の 下 の 二 つ は や や 徹 
妙 な と ころ が ある が , 上 の 三 つ は か 
な り 確 実 な 柔 件 だ ろう 。 わ ざと 自 文 
明 の 領土 エリ ア に 隙間 を 作っ て お い 
て , そこ に ライ バル 文明 に 都市 を 建 
設 さ せる , と いっ た 戦法 も 有効 に 使 
える わけ だ 。 








な み に , 





・ 離 反 さ せ た い 都市 を , 
・ 離反 させ た い 都 市 が , 
・ 離反 させ た い 部 市 が . 





プレ イヤ ー の 文明 の 複数 の 都市 で 囲ん で いる 場合 
自 文明 の 都市 と 道路 な ど で 接 続 さ れ て いる 
所 属す る 文明 に 道路 な ど で 接 続 さ れ て いな い 











な いよ うだ 


見 事 に 離反 させ る 
と と に 成功 ! 
一 度 交 反 
し た 都市 が また 逆 
戻り な ど と いう こ 
と は . ます 起こ ら 





や は り 自 文明 の 
都 『 ロ j。 ライバル 文明 
に 近い 位置 に ある 都市 は 。 早め に 寺 
院 や 図書 館 な ど を 生産 し て 文化 ポイ 
ジン ドド が 衣 | 胡 ま < の GS Gi400 は 
自 文明 の 都市 の ^ 離 反 の 予防 ' に も な 
る わけ だ し 。 








し の 市 民 が 圧政 者 を 放 
衣 近所 


25 い 
の 人 切望 し て いま 















音 情報 を 毎 タ ー ン チェ ッ ク し よう ! 





脱 初心 者 を 目指 す な ら , で きる だ 
け 句 繁 に 間 情 報 ウ ィ ン ド ウ を チェ ッ 
ク し よう 。 毎 ター ンチ ェ ッ ク は 本 
だ 。 中 で も と くに 重要 な の が , 内 務 
担当 相 ウ ィ ン ド ウ と 外交 担当 相 ウ ィ 
ジン AI/ の ) 主 28 

内 務 担 当 相 ウィ ンド ウ で は , 現在 
の 国庫 や , 歳入 と 歳出 の 差引 の 数 字 
を 見 て , こま め に 科学 研究 レー ト と 
娯楽 レー ト を 変更 し よう 。 基本 的 に 


は , 赤字 に な ら な い 程 度 に 科学 研究 
レー ト を グッ と 上 げ て , 余裕 が あれ 
ば 娯楽 レー ト も ちよ っ と 上 げ て お 
く 。 し か し , 科学 技術 の 研究 が 「 残 
2 グー ジ E3eG/G ら 32 必 三 
ン が 増え な い 範 囲 で 科学 研究 レー ト 
を 下げ る こと 。 こ うす る こと で , 研 
究 費 の 無駄 を 削る こと が で きる の 
太 計 だ / 選 ク 請 次 多 二 ジジ ( 同 は 殆 央 戻 
て お く こ と を 忘れ ず に 。 ま た , 不満 


を 持つ 市 民 は いな いか ? 予想 外 の 
も の を 生産 し て な いか ? 食料 は 足 
り て いる の か ? さら に は , 汚職 と 
浪費 , 公害 に も 気 を 配 ろう 。 

外交 担当 相 ウ ィ ン ド ウ で は , ライ 
バル 文明 の お お よそ の 国力 を 掴む こ 
と が で きる 。 序 骨 で あれ ば , 特 出し 
た 文明 が 出 た ら 即 叩 く よ う に 心がけ 
よう 。 中盤 以 降 で は , ライ バル 文明 
同士 の 関係 も チェ ッ ク す べき だ 。 


務 担 当 相 ウィ ンド ウ 





自 文 明 の すべ て の 都市 
の 状態 を , 一 度 に 見 る 
こと が で きる ウィ ンド 
ラ 語 コジ / ラ の / ク / 
し て , 不満 を 持つ 市 民 
が いれ ば , その 都市 ウ 
ィ ン ド ウ ヘ ジャ ンプ し 
KG 細 (Gm242/ 5210 の ェ ニ = 
に する な ど ) 対策 を し 
よう 。 画 面 上 部 の 科学 








の る 電 つ ⑤ る ぐ 


外交 担当 相 ウ ィ ン ド ウ 





すでに 接 崩 を 持つ た 文 
明 の 状態 が 表示 され る 
ウィ ンド ウ 。 飛び 抜け た 
文明 が いな いか ? 毎 
ター ン と は いわ な い が . 
で きる だ け チ ェ ッ ク す 
る よう に し よう 。 も し 
技術 力 が 優れ て いる 文 
明 が あれ ば , 交渉 し て 
科学 技術 を 教わる の も 





| 研究 レー ト も 重要 だ 





忘れ ず に 


ライ バル 文明 同士 を 争わ せよ う 





普通 に プレ イ し て いる だ け で , 戦 
事 や 無理 な 外交 の た め に だ ん だ ん と 
折 文明 の 指導 者 た ちの 態度 が 悪く な 
つて くる も の だ 。 そ れ は それ で 普通 
の 状態 な の だ が , ここ で 気 を つけ た 
い の は 「 同 時 に 二 つ 以 上 の 文明 と 戦 
































前 触れ も な く 宣 戦 布告 され る 場合 は 数 ター ン 戻 
っ て も 同じ 結果 に な り が ち だ 。 日 頃 か ら , 戦う べ 
寺 相 手 と 戦い た く な い 相 手 を 見 極め て お こう 








事 し な い 」 と いう こと 。 こ ちら か ら 
仕 が けり る の は も ちろ ん の こと , 戦争 
中 に ほか の 文明 か ら 宣 戦 布告 され な 
いよ うに 注意 し て お こう 。 

Civ3 の 戦争 で は , 基本 的 に ユニ 
ッ ト の ~ 質 7 より も “数” の ほう が 重 
要 な の で , 1 対 2 は 圧倒 的 に 不利 で 
ある 。 そ れ に 戦争 中 の 文明 と 仲 が い 
い 文 明 が 次 々 と 宣戦 布告 し こく る こ 
と も ある の で , ひと た び 1 対 2 に な 
つて し まえ ば , さら に 1 対 3 や 1 対 4 
に まで な りや すい 。 こ うな っ て は , 
も は や 数 の 暴力 に よる 自国 の 中 史 は 
免れ られ な い 。 

こう な ら な いた め に は , た ま に は 
ライ バル 文明 を 喜ば せる こと , そし 
て 他国 の 外交 関係 の こま め な チェ ッ 


ク が 大 切 だ 。 喜 ば せる に は , 余っ つた 
次 沢 品 を 格安 で 提供 し て や れ ば いい 
だ ろう 。 あ る 程度 伸 が よく な れ ば , 
宣戦 布告 し ここ な い ば か りか , ほか 
の 文明 を 対象 と し た 軍事 同盟 を 結ぶ 
こと も で きる 。 

も し 可能 な ら , 自分 は 戦争 に 参加 
せ ず , ほか の 文明 同士 が 戦争 を する 
よう に し お ける の が 一 番 楽 だ 。 と く 
に 序盤 の うち は , コン ピュ ー タ AI 
が 操作 する 文明 が , その 大 陸上 で そ 
れ 以 上 領土 エリ ア を 広げ られ な く な 
つた と き に , 隣接 する 文明 に 宣戦 布 
告 を し や すい 。 腕 を 上 げた ら , うま 
く ポ ジ シ ョ ン や 外交 関係 を 調整 し 
て , スイ ス の よう な 氷 世 中 立国 を 目 
指す の も いい か も し れ な い 。 





魚や 鉄 , ウラ ン , 絹 な ど , Civ3 
に は さま ざま な 資源 が 存在 する 。 し 
か し その すべ て を 確保 し よう と 思 つ 
た ら 都 市 を あちこち に 作る し か な 
く , 汚職 と 浪費 が 墓 延 し て 管理 も 大 
変 に な り , プレ イ す る の が 一 苦労 に 
な っ て し まう 。 手 に 入ら な い 資 源 は , 
ライ バル 文明 か ら 放 剰 分 を 提供 し て 
も ら え ば 問題 な い だ ろ う 。 

ン 012S4003200I2RERG2E 


奪っ た 都市 は , 


人 口 が 多い 都市 を 落と す と , レジ 
スタ ンス を 鎮圧 し た あと も 内 乱 が 起 
き や す く て , 何かと 管理 が や つか い 
2 。 





も し 市 民 を 犠 御 に する こと で 緊 女 
生産 が 可能 な ら (p.23 の 表 参 照 ) , 
図書 館 や 大 学 な ど , 文化 ポイ ント を 
多く 稼ぐ 都市 改善 を 緊急 生産 させ よ 
う 。 つ まり , 人 減ら し と 離反 防止 が 


同時 に 行え る わけ だ 。 市 民 が 2 単位 


故 つ た 都市 で 生産 する 都市 改善 


ライ バル 文明 の 領土 エリ ア が 近けれ ば 。 こ の 順番 で 


いる 文明 で も , 鉄 が 採取 で き な け れ 


ば 剣士 を 生産 で き な い 。 同様 に , 馬 
が な けれ ば 騎乗 兵 が , 硝石 が な けれ 
ば 銃器 を 使う ユニ ッ ト が 生産 で き な 
いわ け だ 。 序 骨 の 戦争 に お ける , 生 
産 で きる ユニ ッ ト の 差 は 大 きい 。 騎 
乗 兵 1 ユ ニッ ト と 剣士 2 ユニット を 
組ま せ て 何 チ ー ム か 作り , それ ら の 


や 3 単位 残 つ て し まつ た ら , 防壁 や 
労働 者 を 緊急 生産 させ る な どす れ 
ば , うま く 1 単 位 まで 持つ て いけ る 
/ の 5 





さて 人 口 が 1 単位 に な れ ば , その 
後に 生ま れ て くる 市 民 は すべ て 自 文 
明 の 国籍 に な る た め , 人 口 が 3 単位 





りあ え ず 寺院 と 防壁 で も いい だ ろう 。 





E 産 し て 離反 を 防 ご う 。 こ れ が 難し い 場 合 は 。 と 


マス ケッ ト 兵 
攻撃 力 : 2 
防御 力 : 4 

硝石 が な い 文 明 に 

(NG お 二 22427d 

ッ ト 兵 は 和 轟 威 以外 

の 何者 で も な い 


つの 


ユニ ッ ト を 生産 で き な い 文明 の 都市 
を 襲 わせ れ ば , か な り の 確率 で 落と 
すこ と が で きる だ ろう 。 











鉄 を 導出 する 山 を 発見 。 ラテ 
バル 文明 の 都市 より 先 に , 近 
くに 都市 を 建設 し て し まお う 


まこ ーー 


あめ 94】 の 


内 務 担当 


カッ 3 っ 


| の 補 ? 単 位 の 市 民 の 語 が 犠牲 に 
| Me ん そ 


| いつ な の だ ! 口 こ た えす る な 
肖 5 本 当 が ? それ な ら 仕 方 な い 。 あ きら ゆ よ う 。 
| に 


軌 生産 は 、 9 記す 05 
が ある 。 レ ジス タン ス が 終了 し た ら す ぐに 行 お う 


に な る ころ に は も う 安 定 し た 都市 に 
な っ て いる わけ だ 。 人 口 を 急い で 増 
や し た けれ ば , 在野 の 労働 者 を 定住 
させ て も いい 。 た だ し 労働 者 が , そ 
の 都市 が 所 属し て いた 文明 出身 だ っ 
た ら 意 味 が な い ( つ まり ほか の 文明 
の 奴隷 な ら 構わ な い ) 。 その 点 に は 
くれ ぐれ も 注意 し よう 。 





戦闘 時 に 心がけ る こと 





殺 ら れる 前 に 殺 る 


1 回 の 戦闘 は , 攻撃 側 か 防御 側 の 
どちら か の 体力 が 1 減る の を 1 ラウ ン 
ド と し て , どちら か の ユニ ッ ト が 撤 
退 , も し く は 完全 に 消滅 する まで 続 
けら れる 。 で は 1 ラウ ンド ご と の 勝 
敗 は どう 決ま つて いる の だ ろう か ? 

戦闘 ユニ ッ ト の 能力 は , 攻撃 力 , 
防御 力 , 移動 力 , そし て 体力 の 四 つ 
で 表 さ れ て いる の は , ご 存じ の 通り 。 
1 ラウ ンド ご と の 勝 敗 は , これ ら の 
能力 値 に 地形 効果 や ユニ ッ ト ご と の 
相性 な ど を 含め た 細か い 計 算 に よっ 
て は じき 出さ れ て いる の だ 。 大 ざっ 
ぱに 説明 する と , 攻撃 側 の 攻撃 力 を 
X。 防御 側 の 防御 力 を y と し た 場合 , 

X/(x 十 y) の 確 夫 
(実際 は , さら に 地形 の 防御 効果 や 
ユニ ッ ト の 相性 の 数 値 が 加味 され 
る ) で , 攻撃 側が その ラウ ンド の 攻 
撃 を 成功 させ る (つま り 防 御 側 の 体 
力 が 減る ) わ け だ 。 攻撃 が 成功 し な 
か っ た と き は , 無 秒 件 に 反撃 を 受け 
る (攻撃 側 の 体力 が 江 る ) 。 だ か ら , 
ei 
攻撃 力 :4 
防御 力 :1 『 


攻撃 力 は 高い が , 防御 力 』 
が 低い ユニ ッ ト の 例 。 こ と 』 
ちら か ら 攻 撃 す る ん に 
は 何 も 怖 く な い 


Ss イーーー で て 


長 選 兵 


ーー 





【 ーー 


装甲 歩兵 攻撃 力 :1 
/ 防御 力 : 3 


と ちら は 逆 に 。 防 御 力 だ け 高 
いい タイ プ 。 それだけに , 向 と 
うか ら 攻 撃 し て くる こと は 少 
f な い 。 腹 を くく っ て こち ら か 
、 ら 攻 め よ う 





ラウ ンド ご と に 必ず どちら か の 体力 
が 減る わけ だ 。 

ここ で 重要 な の は , 1 回 の 戦闘 内 
で は 攻撃 側 と 防 側 は 入れ 替 わ ら な 
い , と いう こと 。 ラ ウン ド ご と に 交 
代 す る の で は な く て , ずっ と 攻撃 側 
が 攻め 続け る の だ 。 だ か ら , 例え ば 
攻撃 力 が 10, 防御 力 が 1 と いう 極 
端 な ユニ ッ ト が ある と し て , も し 敵 
ユニ ッ ト か ら 攻 撃 を 受け た 場合 は , 
その 戦闘 の 間 は 攻撃 力 の 10 と いう 
数 字 を 生か せな い , と いう わけ 。 

攻撃 力 が 高い 戦闘 ユニ ッ ト を 攻撃 
型 ユ ニッ ト , 防御 力 が 高い ユニ ッ ト 
を 防御 型 ユ ニッ ト と 呼ぶ と し よう 。 
ライ バル 文明 は , 防御 型 ユ ニッ ト で 
都市 を 防衛 し , 攻撃 型 ユ ニッ ト で 攻 
め て くる 傾向 が ある 。 戦 闘 の 仕組 み 
が 分 か れ ば , これ は すご く 当 然 の こ 
と だ 。 そ こ で , これ を 逆 に 利用 し て 
や ろ ら 。 

自 文明 の 部 市 に 攻撃 型 ユ ニッ ト が 
近づい て きた ら , 攻撃 され る 前 に こ 
ちら か ら 攻 撃 す る の だ 。 当 然 。 こ ち 
ら も 攻撃 型 ユ ニッ ト で 攻撃 する の は 
いう まで も な い 。 い くら 相手 の ユニ 
ッ ト の 攻撃 力 が 高く て も , 防御 力 が 
低けれ ば 怖く な いわ け だ 。 

逆 に , こち ら か ら ラ イ バ ル 文明 の 
都市 を 襲撃 する 場合 は , 攻撃 型 ユ ニ 






ライ バル 文明 の 長 己 兵 (攻撃 力 4, 防御 力 1 ) が 近 づ 
いて きた 。 こ ちら の 剣士 (攻撃 力 3、 防御 力 ら 5) か ら 
攻撃 すれ ば ,3/(3+ 1 ) で . 1 ラウ ンド ご と に 3/4 
の 確率 で ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる 






ッ ト 複 数 体 に , 防御 型 ユ ニッ ト も 混 
ぜ る よう に し て お こう 。 同じ スク ウ 
エア に 複数 の ユニ ッ ト が いて , そこ 
に 攻撃 され た 場合 は , 最も 防御 力 が 
高い ユニ ッ ト が 最初 に 応戦 する 。 つ 
まり 防御 型 ユ ニッ ト を 1 体 混 ぜ て お 
け ば , 敵 の 急 隈 に も 耐え や すく な る 
わけ で ある 。 


確実 に トド メ を 刺す 


戦闘 に よ に つて ユニ ッ ト の 体力 が 減 
うつ て も , ライ バル 文明 の 領土 エリ ア 
内 I@G き えな けれ ば 店 ジッ いる 
こと で 回 復 し て いく 。 し か し 戦闘 に 
負け て 消滅 し た ユニ ッ ト は , 当然 だ 
が 二度と 生き 返ら な い 。 ま た 生産 し 
直す し か な いわ け だ 。 

な の で , 体力 の 減っ て いる 敵 ユ ニ 
ッ ト は , 回 復 さ れる 前 に し っ か り と 
倒し て お こう 。 と くに , 都市 を 守っ 
て いる ユニ ッ ト に は 要 注 意 。 も し そ 
の 都市 に 兵舎 が あれ ば , こち ら の ユ 
ニッ ト を 何 体 か 犠牲 に し て 体力 を 1 
まで 削 つ た と し て も , 次 の ター ン に 
は 完全 に 回 復 し こし まう か ら だ 。 ま 
さ に 無駄 死に で ある 。 

無駄 死に を 防ぐ た め に は , 物量 作 
戦 が 有効 だ 。 都 市 を 落と す 場 合 は , 
守 つ て いる ユニ ッ ト の 3 倍 程度 の ユ 
ニッ ト 数 で 攻撃 すれ ば , まず 間違い 
NOV こ の ) 





敵 コ ニッ ト が 体力 を 1 残し て 撤退 し て いっ た 。 
は 追い か け て トド メ を 刺し て お こう 





最後 に , 究極 の Tips を 書い て お 
こう 。 す べ て の ライ バル 文明 を 操 つ 
て いる の は , 所 族 コ ンピュータ AI 
だ 。 当然 , 気まぐれ な 行動 は し な い 。 
まっ た く 同 じ 局 面 な ら , Al は や は 
り ま つた く 同 じ 選 択 を し て くる の 
だ 。 だ か ら , その ~ ク セ " を 完全 に 読 
ん で し まえ ば , AI ご と き に 人 間 が 
絶対 に 負け る こと は な い は ず で ある 
(理論 的 に は , だ が ) 。 

で は , 一 体 ど うい つた クセ が ある 
の か ? いく つか 紹介 し よう 。 


兵力 差 が 重要 





だ 。 こ の 場合 , ユニ ッ ト の 種類 は あ 
まり 関係 が な いよ うな の で , 財力 に 
余 裕 が あれ ば , と りあ え ず 常に 戦闘 
ユニ ッ ト を 多め に 配備 し て お こう 。 

逆 に , 同盟 相手 が 目障り に な っ た 
場合 な ど 向 こう か ら 宣 戦 布告 し て ほ 


し い 場 合 に は , あえ て 自 文明 の 戦闘 


ユニ ッ ト を 少数 精鋭 に し て , と いう 
手 も 使え る わけ だ 。 







っ 5 @ 


ライ リル 文明 の 部 市 を っ た 。 
そん な に いい 土地 に 見 えな い が …… 





レニ も モニ ンプ パト リン ムロ 


こち ら の 領土 エリ ア に ず け ず け 入っ て くる や つ 
だ な 一 と 思っ て いた らい き な り 宣戦 布告 ! 
ユニ ッ ト 数 が 少な い の が ば れ て いる よう だ 










うか うか し て いる と , せっ か く 沙 と し た 都 
市 の 跡地 に , また 都市 を 建て られ て し まう 





イ バ ル 文 明 が 一 見 な ん の 取り 本 も な 
さそ うな と ころ に 都市 を 建設 し た と 
いう こと は , の ちの ち そ こ が 重 要 な 
ポイ ント に な る と いう こと だ 。 そ う 
いう 意味 で は , ライ バル 文明 の 都市 
を 奪う の は 非常 に 合理 的 な の で あ 
る 。 序盤 の うち に ライ バル 文明 の 
~ 首 都 " を 手 に 入れ る こと が で きた 
ら , 紫禁城 を 建て る の も いい だ ろう 。 
も し ライ バル 文明 の 開拓 者 が 目指 
し て いる 場所 が 分 か れ ば , そこ に 先 





内 ーー で 
この 土地 は . 硝石 が 採れ る こと が 判明 。 この 場所 を 礁 
つた 甲斐 が ある と いう も の だ 








| 外交 担当 相 | 
LM に 生計 届き ま じ だ 








に 都市 を 建設 し て し まう の も いい 。 
また , 都市 レベ ル が 1 の 都市 を 落と 
す と き は , その 都市 が 消滅 し た あと 
すぐ に 自 文明 の 都市 を 建設 で きる よ 
うに , 開拓 者 を 準備 し て お こう 。 き 
つう と そこ に は 「 い いも の ]」 が 埋まっ て 
いる の だ か ら 。 


都市 を 守る ユニ ッ ト 数 


ライ バル 文明 の 都市 を 防御 する ユ 
ニッ ト 数 に は , 一 定 の 法則 が ある よ 


うだ 。 DSI 都 『 





だ か ら 都 市 を 攻 め る と き は , その 
倍 以上 (可能 な ら 3 倍 程度 ) の ユニ ッ 
ト で 攻め る と いい だ ろう 。 例 えば 都 
市 レベ ル が 7 な ら , 4 ユニ ッ ト で 攻 
め れ ば まず 間違い な く 落 と すこ と が 
で きる と いう わけ だ 。 

また 逆 に AIl は , プレ イヤ ー の 文 
明 の 都市 に 戦闘 ユニ ッ ト が 何 体 いる 
の か は 見 えて いな いよ うだ 。 都 市 を 
攻め られ る た びに 多勢 に 無 勢 で 返り 
討ち あじ してやれ ば , その うち 戦闘 ユ 
ニッ ト が 減り , 態度 が 軟化 し て くる 


ぞ 。 し か し それ は 逆 の チャ ンス で 
も ある 。 一 旦 平和 条約 を 締結 する か , 
それ と も 一 気 に 攻め 減 ぼ すか , 思案 
の し どこ ろだ 。 


















9 ーー 一 覧 へ 
天 芝 へ の 道 最高 難度 で 勝つ た め の 忌 得 と 方 法 
Civ3 で 最も 難度 の 高い ^ 天 帝 " レベ ル は , それ まで の レベ ル と 比較 する と 格段 に 難し い 。 ア ッ と いう 間 に 科 学 技術 を 発達 させ , 


猛 ス ピー ド で 侵攻 し て くる ライ バル 文明 を 目の当たり に し て , せっ か く 始 め た ゲー ム を 投げ 出し た く 《 な っ < し まう さと だ ろう 。 し 
か し , それ に 対抗 する た め の コ ツ を 掴み 。 プレ イヤ ー に " 運 " が あれ ば , 天帝 レベ ル を 攻略 る こと は 決し 無理 な と で は な い の だ 。 


ここ で は , 天帝 レベ ル で 勝利 条件 | 制覇] で 勝つ 方 法 を 伝授 する 。 実際 に 何 度 も 攻略 し て いる 方 法 な の で ,』 まっ た く 見 当 外 れ と い 
うこ と は な い だ ろ う (な お 外交 ” や “宇宙 開発 競争 "で の 勝利 は オフ に し て お く と と を お 勧め する )。 


ラン タ スコ ア 名 前 支 明 難易 度 
員 8198 Xerxes ベル シャ 天帝 
叶 3064 








まず 天帝 レベ ル で は , コン ピュ ー タ 側が 


有利 に な る よう に , スタ ー ト 時 点 で ライ バ 
ル 文 明 の ユニ ッ ト が 多く 配置 され て いる こ 
と を 覚え て お こう 。 文明 に よっ て その 内 容 
は 異な る も の の , 開拓 者 が 1 ユニ ッ ト , 労 
働 者 が 2 ユニ ッ ト , そし て 戦士 や 槍 兵 な ど 
の 初期 戦闘 ユニ ッ ト が 8 一 10 ユ ニッ ト ぐ ら 
いな の だ 。 そ りゃ 驚異 的 な スピ ー ド で 領土 


Hiswathe 


せこ 


記 






国選 天帝 


勝利 の 種類 

制 主 (勝利 ) 

拓 記 義和 
拓馬 衝 


3 を 


君主 制 超 軍事 国家 の 樹立 


拡大 する わけ で ある 。 その た め , BC2000 
年 ご ろ に は 5 一 8 か 所 くら い の 都 市 が 建て 
られ て いる こと だ ろう 。 

天帝 レベ ル で は , この 「 ゲ ー ム 序 有 盤 の 陣 
取り 合戦 | を 利用 する こと に な る 。 つ まり ., 
都市 は 自分 で 建設 する の で は な く , 他人 の 
も の を 奪う の だ 。 こ の た め 天 帝 レ ベル で は , 
ゲー ム 序 柄 の 内 政 を まつ た く 放 棄 し , 攻撃 





と 防御 に 備え て 十分 な 数 の 戦闘 ユニ ッ ト を 
生産 し て いく ほか は な い 。 

さら に , この 手法 で は 休む 間もなく 戦い 
続け る こと に な る た め , 上 戦 感情 が ある 共 
和 制 や 民主 主義 に 政治 体制 を 変更 する の は 
や め て , 君主 政治 だ け に 徹する こと も 重要 
だ 。 つ まり , "君主 制 超 軍事 国家 "に な る 
の で ある 。 





ライ バル 文明 同士 で も , 技術 の 交換 は 頻 
繁 に 行わ れる 。 そ う や つて ライ バル 文明 が 
急速 に 進化 し て いく 天帝 レベ ル で は , 小さ 
め の マ ッ プ が 有利 で ある 。 あ まり に も 大 き 
い 陸 地 で は , プレ イヤ ー と コン ピュ ー タ の 
国力 差 が 明確 に な り が ち だ か ら だ 。 離れ 小 
島 で は 序 毅 で 攻撃 を 仕 か が ける こと も まま な 
ら な いし , 巨大 大 陸 で あっ て も , 相手 を 見 
つけ る 前 に 国力 差 が つい て し まつ て いる 。 

と ころ が , 「 大 陸 ] の 右 の マッ プ を 選べ 
ば , 周辺 文明 同士 の 外交 も 行わ れ , 科学 技 





術 を 交換 し あつ て 文明 の 七 不 思 議 の 建設 が 
朱 員 に な つて くる 。 敵 を 攻撃 し な が ら 科 学 
技術 を 吸収 し て いく に は , 相手 も 十分 に 成 
長 で きる 陸地 に , プレ イヤ ー 自 身 も 存在 し 
て いな けれ ば な ら な い の で ある 。 

また , それ 以上 に 重要 な の が 首都 の 立地 
柔 件 だ 。 贅沢 品 が 近く に あつ た ほう が よい 
し , 上 水道 の 建設 を 節約 する た め に , 河川 
や 湖 の ほとり の ほう が プレ イ し や すい 。 都 
市 園 の 中 に 和牛 や 小麦 な ど が あれ ば , より 高 
速 な 人 口 増加 も 望め る と いう も の だ 。 





河川 が あっ て 香料 が あっ て , 比較 的 いい 感じ の 土 
地 に 首都 「Beijing」 を 建設 。 や や 南 に , 衛星 都市 
「Shanghai」 を 建設 し て いる 





都市 を 増やし て 税金 を 得る の が 通常 の プ 
レイ だ が , と くに 天帝 レベ ル で は ゲー ム 開 
始 直後 か ら コ ツ コ ツ と ユニ ッ ト を 蓄え な け 
れ ば な ら な いた め , 金銭 的 に は か な り の 苦 
労 を 強い られ る こと に な る 。 攻撃 前 に 一 つ 
め の 衛星 都市 を 2 スク エア くら い 離 れ た 場 





所 に 建設 する の も よい が , 敵 の 都市 を 奪う 
た め に は , それ 以上 の 開拓 者 を 作成 し な い 
ほう が いい 。 そ の 間 , 首都 の 生産 力 が 落ち 
る か ら だ 。 

財源 確保 に は , 前 述 し た 河川 付近 の 立地 
柔 件 が 有利 に な る 。 川 の 両側 で は ゴール 


ド が 1 多く 確保 で き , さ ら に 周囲 に 道路 を 
作れ ば , 1 スク エア あたり 2 ゴー ルド 確保 
で きる の だ 。 密 族 の 村 を 攻撃 すれ ば 25 ゴ 
ー ル ド 稼 げ る が , それ より も , 早期 に 敵 の 
都市 を 奪取 する こと で 財源 難 を 乗り 切っ た 
ほう が 得策 で ある 。 








ライ バル 文明 へ 侵攻 する の は , 財源 確保 
や ライ バル 文明 の 進歩 に 負け な いよ うに , 
BC1500 年 まで に は 行う よう に し よう 。 
それ まで に は , 少な く と も 6 ユニ ッ ト く ら 
いか ら な る 弓 兵 や 槍 兵 の 軍団 が で き て いる 
こと だ ろう 。 プ レイ ヤー の 好み で 早い 時 其 














に 兵舎 を 建設 し て も よい が , あと は ひ た す 
ら に ユニ ッ ト を 生産 し 続け る 。 労 働 者 は 捕 
虜 と し て 入手 で きる の で , 間 違 つて も 自分 
の 都市 で 生産 し て は な ら な い 。 と に がく ., 
戦闘 有 ユ ニッ ト の スト リー ムラ イン が 必要 
な の だ 。 


V. 属国 を 作る 


ライ バル 文明 へ の 侵攻 は 近く の 一 文明 に 
絞り , 一 番 開 発 が 進ん で いる 敵 の 首都 を 確 
保 す る まで 戦い 続け る 。 ま た , この 時 期 で 
あれ ば 2 一 3 ユニ ッ ト 程 度 で 守ら れ て いる 
の で , それ ほど 苗 労 す る こと な く 占 領 で き 
る だ ろう 。 





最初 の 戦闘 は [一 文明 に 絞っ て 首都 を 礁 
う 」 と 書い た が , その 文明 を 壊滅 させ て は 
いけ な い 。 覚え て お くべ き は , 相手 国 に 巡 
怖 感 を 与え る こと だ 。 3 一 4 都市 残し て 相 
手 を コテ ン パ ン に 叩き の めし て , 平和 抄 約 
で 非常 に 有利 な 条件 を 引き 出す の で ある 。 

平和 条約 で は , 科学 技術 だ け で な く 金 銭 
的 処理 も 行え る 。 相 手 に 十分 な 国力 が 残っ 


て いれ ば , ター ン ご と に いく ら か を 徴収 で 
きる の が 嬉し い 。 こ れ で , 資金 不足 が か な 
り 解消 で きる だ ろう 。 ( 
この 場合 、20 タ ー ン 後に は 向こう か ら 
平和 条約 の 延長 を 求め て くる が , その と き 
は 却下 する 。 一 時 的 に 戦闘 状態 に な る が 
その 外交 ウイ ンド ウ を 閉じ ず に , その まま 
新た に 平和 条約 を 申し 出 て みよ う 。 前 回 ほ 





VI. ライ バル と の 攻防 


ど で は な いも の の , プレ イヤ ー 側 に 好 条 件 
の 条約 を 締結 で きる だ ろう 。 

も し 内 容 が 気にいら な けれ ば , その まま 
戦闘 に 入っ て 相手 の 都市 を 二 つ か 二 つ 奪 
い , 10 タ ー ン か ら 15 タ ー ン くら い 後 に も 
う 1 度 平和 楽 約 を 結ぶ 。 こ の 時 点 で この ラ 
イ バ ル 文明 は , ター ン ご と に お 金 を 提供 し 
て くれ る 属国 に 落ち ぶれ た わけ だ 。 





最初 の 戦闘 が 終わ つて も , ここ で 手 を 休 
め て 内 政 を 行う と ,。 いま まで の 苦労 も 水 の 
泡 だ 。 すぐさま 別 の 文明 に 戦争 を 仕 か ける 
こと が 重要 で ある 。 戦 闘 能 力 を 考慮 し , な 
る べく 大 き な 力 を 持つ て いる 文明 と 交戦 し 
の 誠 さ <S(a 較 目 2 添加 光 26 語 2 ラル ジジ 
中 国 な ど が 相手 の 場合 は , 中 世に 入 つ て 特 
殊 ユニ ッ ト を 生産 し て くる 前 に 叩く こと を 
お 勧め する 。 

記 の 還る の (。 な が の 旨 り 二 夕 可 三 め お 
誕生 し て いる ころ か も し れ な い 。 リ ー ダ ー 
は 率 禁 城 の 建設 に 使う の だ が , その 場所 は , 


環境 の 整 つ て いる ライ バル 文明 の 元首 都 周 
辺 に し よう 。 こ れ で 財政 も か な り ラ ク に な 
る は ず だ し , 首都 と 並ぶ ユニ ッ ト の 生産 拠 
点 と し て 活用 で きる 。 

な お 戦争 は , 一 文明 と 長く 争う より も 
こま め に 戦争 と 終戦 を 繰り 返す ほう が よ 
い 。 最新 の 科学 技術 は , ある 程度 の 文化 レ 
ベル を クリ ア し て いな いと , 交換 楽 件 と し 
て 外交 ウイ ンド ウ に 登場 し な いよ うに な つっ 
て いる た め , どん な に ライ バル 国 を 打ち の 
めし て も , 同等 の 科学 技術 を 画 受 で き な い 
の で ある 。 七 不思議 "は , ほとん ど 工 業 化 


WI. 内 政 面 で の ポイ ント 


時 代 以降 で し か 自国 建設 で き な く な っ て し 
まう が , 肝心 な の は 世界 を 制覇 する こと だ 。 





大 な 基 明 作 り の 基礎 が で きつ つ あ る 





内 政 面 だ が , 極端 に いえ ば , AD1000 
年 あたり まで は , 首都 に は 兵舎 と 寺院 以外 
の 都市 改善 を 建て る 必要 は な い 。 宮殿 が 存 
在 す る だ け で ある 程度 の 文化 ポイ ント を 理 
出し て いる し , 寺院 が 一 つ あ れ ば , 都市 の 
人 ロレ ベル が 12 く らい まで に は 成長 で き 
る 。 
それ より も , 首都 と 紫禁城 の ある 都市 を 生 
産 拠点 に し , 占領 し た ライ バル 文明 の 都市 
や , 離反 され そう な 都市 に は 寺院 や 図書 館 
を 優先 的 に 建設 し 首都 か ら ユ ニッ ト を 引 
うつ 張っ つて くる よう に する 。 





天帝 レベ ル に 勝つ た め の 好 戦 的 な プレ イ 
で は , せっ か く 占 領 し た 都市 が ライ バル 文 
明 へ 離反 し て し まう こと も 頻繁 に 起き る 。 
どう し て も 文化 ポイ ント が 低い た め , 反乱 
分 子 以上 の ユニ ッ ト を 常駐 させ て いて も 起 
きる し , 場合 に よ つ て は 第 三国 に 寝返っ つて 
し まう こと も ある の で や つか い だ 。 

この 場合 は 1 ター ン 戻 つて , その 都市 に 
いる すべ て の ユニ ッ ト を 外 へ 出し て し まお 


RT 
d 


ら , この 都市 を 簡単 に 再度 占領 で きる だ 
う 。 ま た 君主 政治 に 移行 し て いれ ば , 数 
ター ン 戻 つて か ら 寺 院 / 図 書館 な どの 施設 
を 建設 すれ ば 離反 が 起き な いこ と も ある 。 
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だ が 
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il 


滞 
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う 。 離反 し た 場合 , その 都市 の 人 ロレ ベル 
が 6 以下 の 都市 な ら ー つ , 12 以 下 な ら ニ つ 
の ユニ ッ ト が 新た に 生産 され て いる 。 これ 
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そん な プレ イ を 続け つつ 鎖 土 が 広く な れ ば , 市 場 や 港 な どの 都市 改善 を 建設 する 奈 裕 も 出 て くる は ず だ 。 こ の ころ に な れ ば 国土 の 基 酷 も 安定 し て き て お り , 
簡単 に は 侵略 され な く な っ て いる 。 あ と は ., 年 表 と に ら め っ こし な が ら ,、 どうやって スコ ア を 伸ばし て いけ る か を 考え れ ば よい 。 

















大 事 な の は , 戦争 の 手 を 休め て は な ら な いと いう こと 。 ゲ ー ム に 勝利 し た 時 の 感 居 は ひと し お で , 10000 に 届 こ うか と いう スコ ア に 狂気 乱 細 で きる は ず だ 。 
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Pt(W 尋 人 人 に 伴い 追加 され る 要素 に つい て 


Civ3 の 拡張 パッ ク で ある PtW を 導入 する こと に より , ゲー ム 内 容 に どの よう な 変化 が 起こ る の だ ろう か 。 ここ か ら は , 


PtW で の 変更 点 に ス 


ポッ ト を 当て て 紹介 し て いこ う 。Civ3 初 体験 の ユー ザー 


て お き , PtW を スム ー ス に 楽し め る よう 予習 を し て お く と いい だ ろう 。 


ルー ル 面 で の 追 


は も ちろ ん , 経験 者 も ひと 通り 目 を 通し 


息 加 ・ 変 更 要素 





PtW を 導入 する こと に より , 
Civ3 に は 以下 の よう な 要素 が 追加 
され る 。 





どの 要素 も 実に 魅力 的 だ が , 
で も 興味 深い の が 勝利 条件 。 一 


な か 


「 シ ヴィ ライ ゼー ショ ン 想 : ゲー ム 
クラ の 22 二 エタ イシ ョ レ [完全 
日 本 語 版 】] を 始め と する 最新 版 の 
Civ3 の バー ジョ ン は , 1.29f。 旧 
Civ3 (1.17f) と の 大 き な 違 い を 列 
挙 す る と , 





22 と いっ た と ころ 。 量 本 的 に は 
より 遊び や すく , より 絶 丸 な バラ ン 
ス で プレ イ で きる よう な チュ ー ニ ン 
グ が 施さ れ た わけ だ 。 
2 SN に い 


2 1 2 


の 


も し 笠 








ms TO 


も 都市 を 失 な つた 文明 は ゲー ム は 減 
び て し まう び “排除?。 ゲー ム 開 始 時 
に 加 文明 に 与え られ る 王 ユ ニッ ト が 
さ れ た ら 敗 北 と な る “国王 抹殺 ", 
移動 が 不可 能 な 「 姫 ユニ ッ ト ] が 登 
場 す る 。 いわ ゆる 旗 取 り ゲ ー ム で あ 
る 姫君 の 捕獲 "な ど な ど , 面白 い 
ルー ル が 盛り だ くさ ん な の だ 。 


新鮮 な プレ イ 感 覚 を 求め 、 ま た プ 


レイ 時 間 の 都合 に 合わ せ て , あれ こ 
れ と ルー ル や シナ リオ (マッ プ ) を 
変更 し て 遊ん で みよ う 。 


判 所 や 警察 綿 の 効果 が 向上 し て いる 
の で , 旧 Civ3 に お いて 汚職 ” に 泣 
か され た プレイヤー も, 以前 より は 
快適 に ユニ ッ ト な どの 生産 が 行え る 
だ ろう 。 ま た 感謝 祭 の 浪費 軽減 効果 
が アッ プ し て いる こと も 考慮 すれ 
ば , 戦略 次 第 で いく ら か 汚職 と 浪費 
を 抑え る こと が 可能 で ある 。 経済 活 
動 に 重き を 置く プレ イヤ ー に と っ て 
は , 戦略 手腕 の 見 せ ど こ ろ で ある 。 

な お , PtW 導 入 後 で も Civ3 を 単 
体 で プレ イ す る こと が 可能 な の で , 
旧 Civ3 を 遊ん だ こと の ある 人 は , 
新 バ ー ジ ョ ン の Civ3 が どの よう に 
変化 し た の か を , 実際 に 体感 し て み 
80G OS 


5 エー 
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[な 1 上 171) と 最新 上 (1 9f) と の 遠い に つい て 





Civ3 の 最新 パッ チ は , forGam tt 内 の 専用 ペ 
ー ジ (http://www.4gamer.net/patch/patch/ 
data/civ3.html) か ら ダ ウン ロー ド 可 能 





り Teuddf 涯 は 古 。 


十 】 計 放 , 選 証人 ば 只 避 
> 邊 洒 人 居 ③「 喘 溢 具 」「 民 基 


ん 4 凍 人 人 寺 W 罰 
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PtW で 新しい 七 不思議 と 都市 改善 
が 追加 され た こと に より , ゲー ム の 
戦略 性 は 確実 に アッ プ し た と いえ る 
だ ろう 。 と くに 大 七 不思議 の 「 イ ン 
タニ ネッ トド ト 」 は 下 非 常 語 重要 だ 。 

また 労働 者 の アク ショ ン も 新た に 
3 種 追加 され , 都市 の 勢力 範囲 外 に 
も 特殊 建造 物 を 建設 で きる よう に な 
つた 。 こ れ を うま く 利 用 すれ ば , ゲ 
ー ム 中 盤 一 終盤 に か け て の 軍事 行動 
が より 的 確 に と れる の で , 新 大 七 不 
思 議 , 新 都市 改善 の 詳細 と と も に チ 


新しく 加わ っ た 都市 改善 


PtW で 追加 され る 都市 改善 は 。「 民 間 防 衛 」 [商用 港 」[ 証 
券 取引 所 」 の 3 種類 。 民間 防衛 は 都市 の 防御 力 が , 商用 
港 。 証券 取引 所 は 経済 力 が アッ プ す る の で , 必要 に 応じ 





て 生産 し た い 。 
民間 防衛 
> ン 包 以 RI 
人 R:1 
Ne 文化 : な し 
入学 技 術 : 押 通信 


都市 上 の ユニ ッ ト に , 防御 
ポー ナス を 与え る 都市 改 


ェ エッ ク し て お いて ほし い 。 

な お , 新 都市 改善 の ー つ 「 証 券 取 
引 所 」 の 追加 に よっ て , 小 七 不思議 
「 ウ ォ ー ル 街 ]」 を 生産 する た め の 必 
要 条 件 が , ^ 五 つの 銀行 7 か ら ` 五 つ 
の 証券 取引 所 "へ 変更 され て いる 。 
商業 力 を 重視 する プレ イヤ ー は 注意 
し て お こう 。 

そし て 同時 に , 新 都市 改善 の ー つ 
で ある 「 商 用 港 」 も 活用 し て いき , 
自 文明 の 経済 力 を より 効率 的 に 高め 
て いき た い 。 





六 。 兵 舎 を 前 提 と する 建造 
物 で , 509% の 防御 ボー ナ 
ス が 得 ら れる た め , 敵対 
と 隣接 し て いる 都市 に は 欠 
か せな い 。 
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イン ター ネッ ト 


大 人 R カレ 3 コ の イン ター キッ ト が 免 久 まし た 。 < 3 還 
ゲー ム 終 出 の 科学 力 競 争 で は , この 「 イ ンタ ー ネ ッ 
ト 」 が も の を いう 。 ラ イ バ ル 文明 に 渡す な ! 


商用 港 を 生産 すれ ば , 都市 
コス ト : 160 圏内 に ある すべ て の 海洋 ス 
保 計 ら クエ ア で , 商業 ポイ ント が 
文化 : な し 1 アップ する 。 海 洋 ス クエ 




















新しく 加わ っ た 大 七 不思議 


大 七 不思議 に は , “20 世 紀 最 大 の 発明 7 と も いわ れる ^ イ 
ンタ ーネット "が 新た に 追加 され た 。 自 文明 に イン ター 
ネッ ト を 生産 すれ ば , 科学 研究 速度 の 劇 的 な 向上 が 期待 


Qi きる c68 








及 要 科学 技術 大 量 生産 。 ア が 多い 部 市 な ら ば 生産 し 
Id) 全 ) 
証券 取引 所 
建設 し た 都市 に 50% の 税 
深 に ap 収 ボ ー ナ ス を 付与 する 都市 
寺 人 ん 改善 。 生 産 する に は 銀行 が 
2 に ドレ 必要 だ が ,、 さらなる 収益 を 
2 9 上 げ る ため に は 必須 の 都市 
必要 科学 技術 ・ 企業 。 改善 な の で , 余力 が あれ ば 
設置 し た い 。 
イン ター ネッ ト 
イン ター ネッ ト を 生産 すれ ば , 
語 BIOGO 同じ 大 陸 に ある 自 文明 の 全部 
太守 0 市 に , 研究 施設 が 一 つ すっ 生 
2 産 され る 。 軍資金 節約 の た め , 
文化 : イン ター ネッ ト が 宛 成 し た ら , 
和 上 技術 店 二 を こう お る すべ て の 部 市 
の 研究 施設 を 売却 し て お こう 。 


新しく 加わ っ た 労働 者 の アク ショ ン 


PtW の 導入 に より , 労働 者 が 実行 で きる アク ショ ン ( 建 


設 で きる 特殊 建造 物 ) も 追加 され る 。 


な お , これ ら の 特 


殊 建 造物 を 設置 し 終え る と , 作業 に あたっ た 労働 者 は 消 


減 す る の で 要 注 意 。 
空軍 基地 


ー 


飛行 機 " の 科学 技術 を 発見 済み な ら ば , 労働 者 は 自 文 








ココ 


明 の 領土 エリ ア 及 び 中 立地 帯 に 、 空 軍 基 地 を 設置 で き 





る 。 空 軍 基 地 は 航空 ユニ ッ ト の 拠点 / 中 継 地点 と な る 





の で , ゲー ム 終 懇 に お ける 重要 性 は 高い と いえ る だ ろ 


う s 








~ 建 築 "の 科学 技術 を 発見 済み な から ば 。 労働 者 は 自 文明 
の 領土 エリ ア 及 び 中 立地 帯 に 前哨 地 を 設置 で きる 。 


前 | 














疹 地 を 設置 すれ ば , 平地 な ら 8, 丘陵 な ら 3, 山岳 





な ら 4 ス クエ ア 分 の "戦場 の 唆 ”" が 晴れ , 視界 が 広がる 。 


レー 


自 文明 の 領土 エリ ア に 設置 する こと で , 周 


ダー 塔 














| ら ス クエ 





ア 以 内 の 味方 ユニ ッ ト に 攻撃 / 防 御 ボ ー ナ ス を 付与 す 
る 。 
る 。 





設置 する に は [無線 通信 」 を 発見 し て いる 必要 が あ 
ゲー ム 中 衣 以 降 の 前 線 都市 な ど に 設置 し 。 有 事 に 











備え よう 。 
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され る 可 系 に つい て 較 1 


ar 


PtW 導 入 に よる 最も 目立つ た 変更 
点 は 。 マ ル チ プ レイ ヤー ゲー ム と , 
ここ で 紹介 する 文明 の 追加 だ ろう 。 
新しく 加わ つた 八 つ の 文明 を , と き 


に は 自 文明 と 


と し て 選択 すれ ば , Civ3 と は ひと 
味 違っ た 楽し み が 得 ら れる は ず だ 。 

また 新 文明 の 追加 に 伴い , 各 文明 
の 固有 ユニ ッ ト な ど 計 10 種 の ユニ 






し て , と き に は 英文 明 


ッ ト が 追加 され た 点 も 見 逃 せ な い 。 
と くに 固有 ユニ ッ ト は , いずれ も ゲ 
ー ム 序 骨 に 生産 で きる よう に な る た 
め , 新 文明 の 軍事 的 スタ ー ト ダッ シ 
ユ の 成否 に 関わ っ て くる 。 新 文明 と 
新 ユ ニッ ト に 関す る デー タ を 下 に ま 
と め た の で , それ ぞ れ の 特徴 を し っ 
か り と 把握 し て お き , ゲー ム を 進め 
る うえ で の 参考 に し て ほし い 。 
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ユ へ で 届 肢 志 叶 fc 書い さろ で 馬 す 
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必 で せ 。 酸 放 南 計 さ 引 ン 評 席 活 評 き 只 晶 








PtW で 追加 され た 八 つの 文明 






































































































文明 (指導 者 ) 特 匠 ユニ ッ ト ノ ベ ー ス ユニ ッ ト EC ED 特 床 ユニ ッ ト ノ ペー スコ ニット 
ララ 拡張 志向 | アン サー ル 戦 士 団 (4.8.3) モン ゴル 拡張 志向 | ケシ ク (4.8.8) 
朋 (アブ ー バ クル ) 宗教 志向 (43.8) 時 (チン ギ ス ハン ) 軍事 志向 | 騎士 (4.3.2) 
罰 っ 時 カル タコ 商業 志向 | ヌミディア 偽 兵 (2.3.1) s オス マン トル コ 動労 志向 | シバ ー ヒ ー(B.3.3) 
3 職人 細 旨 。 (ハン ニ バ ル ) 勤労 志向 | 槍 兵 (1.2.1) ij( オ スマン) 科学 志向 騎兵 隊 
- | ケル ト 軍事 志向 | ガリ ア 剣 士 (3.8.) | ヴァ イキ ング 事 志向 | ベル セル ク (6.8.1) 
2 間 詳 (ブレ ヌス ) 宗教 志向 | 創 士 (3.8.1) (ラグ ナル ) 拡張 志向 | 長 弓 兵 (4.1.1) 
請 朝鮮 商業 志向 火車 (0.0.1.12.1.1) スペ イン 商業 志向 コン キス タ ドー ル (3.8.8) 
音 (王建 ) 科学 志向 | カノ ン 砲 (0.0.1.8.1.1) 織 (イザ ベラ ) 宗教 志向 | 探検 家 (0.0.8) 








PtW 





ゲリラ 

「 共 通 規 格 」 を 発見 する こと で 生産 が 可能 に な る ユニ ッ ト 。 
コス ト が 0 と や や 高い が .。 その コス ト に 見 合う だ け の 攻撃 
力 と 防御 力 を 備え て いる 。 コ スト を 抑え た いな ら ,「 中 世 歩 
兵隊 ] か ら グ レー ドア ッ プ させ る と いい 。 
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追加 され た ユニ ッ ト 


ガリ ア 合 士 


ケル ト に と っ て ,「 ガ リア 創 士 ] は 「 剣 士 」 に 相当 する ユニ ッ 
ト 。 徒歩 な が ら 優れ た 機動 力 を 誇り 。 コ スト 50 で 生産 で き 
る の で , ゲー ム 序 角 の 頼も し き 戦力 と な っ て くれ る 。 た だ 
し , 生産 する に は 鉄 が 必要 な の で 要 注 意 。 








中 世 歩 兵隊 
「 盾 制 ] を 発見 する こと で 生産 が 可能 に な る ユニ ッ ト 。 生 
産 す る に は , コ スト 40 と 鉄 が 必要 だ 。 中 世に お いて は 平均 
的 な 戦力 な の で 、 好み で 生産 する と いい だ ろう 。 [剣士 」 か 
ら の アッ プ グ レー ド も 可能 。 











火車 
「 火 車 」 は 朝鮮 固有 の 砲撃 ユニ ッ ト で ,「 カ ノン 砲 ] に 相当 す 
る 能力 を 備え て いる 。 砲撃 威力 は 1 っ も ある が , 40 の コス 
ト と 硝石 さえ あれ ば 生産 可能 。 近 隣 都市 の 攻略 作戦 を 実行 
する と き に は , 護衛 を つけ て 出撃 させ た い 。 




















アン サー ル 戦 士 団 
アラ ブ の み が 生 産 で きる 固有 ユニ ッ ト 。 防御 力 は 「 騎 士 」 に 
劣る も の の , コス ト が 60 と 低く , 移動 力 が 高い 。 生 産 する 
た め に 必要 と な る 馬 と 鉄 を 確保 で きた ら , 序盤 か ら 積 極 的 
に 活用 し , 戦闘 / 探 索 の 要 と し た い 。 

















ケシ ク 

「 ケ シク 」 と は , モン ゴル が 「 騎 士 」 の 代わ り に 生産 可能 な 騎 
乗 ユ ニッ ト 。 騎士 より も 防御 力 に 劣る が 、60 の コス ト で 生 
産 で きる の は あり が た い 。^ 質 "より ~ 量 "を 心がけ つつ , 機 
動力 を 活か し て 速攻 の 要 と し た い 。 











ベル セル ク 


ヴァ イキ ング は ,「 長 号 兵 」 の 代わ り に 「 ベ ル セ ル ク 」 を 生産 
可能 。 コ スト は や や 高め の 70 と な っ て いる が , 攻撃 力 が 6 
と 高い の で 英 都 市 攻略 任務 に 適する 。 ま た 資源 が な く て も 


生産 で きる の で , 序 股 で は 非常 に 頼り に な る だ ろう 。 











ヌミディア 偽 兵 

カル タゴ で は ., 「 槍 兵 ]」 の 代わ り に 「 ヌ ミディ ア 備 兵 」 を 生産 
で きる 。 槍 兵 と 比べ て 攻撃 力 、 防 御 力 と も に 優れ て いる が , 
生産 に は 30 の コス ト が 必要 に な る た め , 序 骨 で の 量産 は や 
や 難し いと いえ る 。 









コン キス タ ド ー ル 

スペ イン は 「 探 検索 ]」 の 代わ り に この ユニ ッ ト を 生産 で きる 。 
戦闘 能力 は や や 物足りな い が 、 移動 力 が の ら も ある うえ 地形 に 
影響 され ず に 移動 で きる の で , 慎 候 兵 と し て 活用 で きる 。 
生産 する に は , 70 の コス ト と 馬 が 必要 。 





2 人 0 圭二 

オス マン トル コ は ,「 騎 兵隊 ] の 代わ り に 「 シ パー ヒー」 を 生 
産 可 能 。 生 産 に は 100 コ スト , 馬 , 硝石 が 必要 に な る が , 
それ に 見 合う だ け の 戦闘 力 を 秘め て お り , 中 世に お ける 騎 
兵 戦 で は 無類 の 強 さ を 発揮 する 。 





























マル チ プ レイ ヤー ゲー ム に つい て 


PtW で は マル チ プ レイ ヤー ゲー ム が サ 


ポー ト さ れ て お り , 


イン ター ネッ ト や LAN で ほか の PC と 接続 すれ ば , 最強 の 


対戦 相手 で ある “人間” と の 手合 わせ を 楽し め る 。 こ こ で は , マル チ プ レイ ヤーー- ム に お ける 最も 基本 的 な 心得 を 
いく つか 紹介 する の で , 対人 間 戦 に 臨む 前 に ザッ と 目 を 通し て お き , 価値 ある 勝利 を 味わう た め の 一 助 と し で ほし い 。 





シン ル レラ (ジン ニク co の レ 
チ プ レイ ヤー ゲー ム の 決定 的 な 差 
は , 敵 の 賢 さ に ある 。 Al より も , 
臨機 応変 な 戦術 を 駆使 する 人 間 の ほ 
う が 手 強い こと は , 言わ ず も が な で 
ある 。 し か し どん な 人 間 だ っ て プレ 
イス タイ ル と 呼ば れる ~ 癖 "を 持っ 
て いる も の だ 。 そ の 癖 を どれ だ け 早 
く 見 抜け る か が , マル チ プ レイ に お 
ける 勝敗 の 鍵 と な る だ ろう 。 

対戦 相手 の 癖 を 見 抜く 一 番 の 方 法 
は , 当たり 前 だ が , 何 度 も 何 度 も 対 
戦 す る こと 。 慣れ て くれ ば , すぐ に 


「 彼 は 軍事 志向 が 強く , 速攻 が 得意 
だ 」 と か 「 彼 は 商業 志向 だ が , 都市 
を 攻撃 され る と 激しく 反 買 し て く 
る 」 な ど , 相手 の 癖 が 早い 段階 で 分 
か る よう に な る 。 あ と は , 相手 の 裏 
を か く よ う に 努め よう 。 例 えば 速攻 

が 得意 な 相手 に は , 防御 力 の 高い ユ 
ニッ ト を 量産 し て 返り 討ち に すれ ば 
いい 。 

また , 少々 無茶 な 外交 を 持ち か け 
た 場合 . 仲の 良く な い 相手 な ら ば 宣 
戦 布 告 と 受け 取ら れ て も 仕方 な い 。 
対人 戦 で は , 各 文明 の リー ダー( プ 


レイ ヤー) 間 の リア ル な 人 間 関 係 も 
ゲー ム 展 開 に 影響 する の だ と いう こ 
と を 肝 に 鉛 じ て お こう 。 


ーー 
じ で を 。 の La 
る 「 


対戦 相手 の 政治 形態 や , 主戦 力 と し て いる ユニ ッ 
ト を 逐一 チェ ッ ク し て いれ ば , 敵 の 癖 を 推理 する 
こと も 可能 だ 


の きる @⑤ る ぐ 





勝利 秒 件 に 合わ せ て , スキ の な い 戦 略 を 展開 すべ し 





マル チ プ レイ ヤー ゲー ム で 勝利 す 
る た め の 秘 訣 は , “勝利 抄 件 を 合理 
的 に クリ ア す る "こと 。 勝 利 条 件 が 
^ 国 王 抹殺 "な ら ば , 機動 力 の ある 
ユニ ッ ト で 捜索 隊 を 組織 し . や け に 
守り の 固い 都市 (国王 は そこ に い 
る ! ) を 発見 する こと が 重要 だ 。 

また , 勝利 条件 が ^ 排 除 ? な ら ば , 
無 に 勢力 を 広げ ず , 自 文明 の 都市 
の 防御 力 を 固め つつ , 攻撃 力 の 高い 
ユニ ッ ト を 量産 する 必要 が ある だ ろ 
う 。 い ずれ に せよ , マル チ プ レイ ヤ 
クー は と 自主 に の 9 回 軸 な の 
で , 勝利 へ の 貢献 度 が 低い と 思わ れ 
る 行為 (極端 な 勢力 拡大 や 経済 志向 ) 
は 極力 避け る よう に し , 無駄 の な い 


戦略 を 実行 し た い 。 

と は いえ , 対戦 相手 も 同様 の 戦略 
を 立て て いる 場合 に は , 戦局 が 脱着 
状態 に 陥り や すく な つて し まう 。 と 
き に は セオ リー を 破り , 大 胆 な 行動 
で 相手 の 予想 の 裏 を か く こ と も 大 切 


me 5 が 





LE 
都市 を 乱立 させ る と 、 個々 の 防御 力 が どう し て も 
下がる 。 も っ と も . 遂に 国王 を 匿う に は こち ら の 
ほう が 都合 が いい 




















だ 。 例 えば "国王 抹殺 ? ル ー ル で , 国 
王 ユ ニッ ト が どの 都市 に も いな か っ 
た ら ……? 勝利 ポイ ント "ルー ル 
で 電撃 的 な 速攻 を し か けた ら …… 軌 
そん な 意外 性 の ある 奇策 が , 勝利 の 
呼び 水 と な る こと も 十分 あり 得る ぞ 。 














王 抹殺 "リル ー ル で は 、 国王 を どこ に 匿う か が 第 一 















































ぎる が , 辺境 の 荒野 (護衛 付 


の ポイ ント 。 敵国 に 近い 小 都市 に 匿う の は 危険 す 


B 
『- 





アル ファ ベ 
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科学 志向 の 文明 は 最初 か ら 備 えて いる 。 ロ ー ド ス 島 の 巨神 像 , 槍 兵 ( イ ン ピ , 装甲 歩兵 、 ヌ ミディ ア 備 兵 *) が 制限 解除 され る 























































































勤労 志向 の 文明 は 最初 か ら 備え て いる 。 ピ ビラ ミッド 、 首都 、 防 壁 が 制限 解除 され る (@) 
商業 志向 の 文明 は 最初 か ら 備え て いる 。 数学 と 筆記 の 研究 に つなが る 

拡張 志向 の 文明 は 最初 か ら 備え て いる 。 地図 の 研究 に つなが り , 融 物 庫 が 制限 解除 され る 

一 部 の 軍事 志向 の 文明 は 最初 か ら 備え て いる 。 新た な 資源 と し て 馬 が マッ プ 上 に 現れ , 戦車 兵 ( 重 半 戦 車 兵 ) が 制限 解除 され る 

一 部 の 軍事 志向 の 文明 は 最初 か ら 備え て いる 。 己 兵 (バビ ロニ ア 弓 兵 ) が 制限 解除 され る 

宗教 志向 の 文明 は 最初 か ら 備え で いる 。 神秘 主義 の 研究 に つなが り ., 寺院 が 制限 解除 され る (⑨ 
新た な 資源 と し て 鉄 が マッ プ 上 に 現れ , 創 士 (軍団 兵 、 不 死 隊 。 ガ リア 創 士 *) が 制限 解除 され る (⑥⑨ 
建設 と 通貨 の 研究 に つなが り 、 カ タバ ルト が 制限 解除 され る 

大 使 館 の 建設 が 可能 に な り , 軍事 同盟 お よび 相互 通行 条約 を 締結 で きる よう に な る 

多神教 の 研究 に つなが り 、 ア ポロ 神 典 が 制限 解除 され る 

共和 制 の 研究 に つなが る 

共和 制 の 研究 に つなが り , 博 判 所 が 制限 解除 ぐれ る 

アレ クサ ンド リア 図書 館 と 図書 館 が 制限 解除 され る (@) 
外交 に よっ て ワー ルド マッ プ を 取引 で きる よう に な り 。 フ ァ ロ ス 灯 台 , 港 , ガ レー 朋 が 制限 解除 され る ⑯ 
簡 乗 兵 (騎馬 戦士 ) が 制限 解除 され る @⑥ 
君主 政治 の 研究 に つなが る 

庄 寺 、 前 靖 缶 =, 万 里 の 長城 、 コ ロシア ム 、 上 水道 が 制限 解除 され る (⑨ 
市 場 が 制限 解除 され る 

商業 の 増産 に 貢献 する 共和 制 を 取得 する 〇 
専制 政治 に 見 られ る 生産 性 の 問題 を 解決 し た 妊 主 政治 を 取得 し 空中 庭 国 が 制限 解除 され る (9 





この 表 の 見 方 は , p.33 に あり ます 
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活版 印 刷 9 | 昌和 8 
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天文 学 > 固 2 ミ 
に 19 較 ん 
化学 Ro ] 2g 万 有 引 カカ の 法則 蘭 


電設 気 学 





効果 の 解説 重要 度 

























































































ー 神 孝 太 和 と 神学 の 研究 に つなが り . 了 堂 が 利和 除 され る (⑲) 
) 封建 制 騎士 道 と 発明 の 研究 に つなが り , 隆子 の 兵法 。 長槍 兵 中 世 歩 兵隊 ※ が 制限 解除 され る ⑥ 
の 』 工学 発明 の 研究 に つなが り , 労働 者 が 植林 で きる よう に な る 。 加 えて, 川 に 橋 を 架け られ る よう に な る 
し ! WV 騎士 首 肝 士 ( 侍 、 モ ン ゴル 騎兵 , 虎 重 騎 *。 軍 用 名 , ア ン サ ー ル 戦士 団 *、 ケ シク \) が 制限 解除 され る 
選 4 発明 火薬 の 研究 に つなが り , ダビ ンチ の 工房 と 長 詞 兵 ( ベ ル セ ルク 『) が 制限 解除 ぐれ る 
神学 活版 印刷 と 教育 の 研究 に つなが り ,。 シ ステ ィ ナ 大 聖堂 が 制限 解除 され る 
信 | 改 育 音楽 理論 、 銀 行 制度 、 天 文学 の 研究 に つなが り , 大 学 が 制限 解除 され る ⑥ 
に 個 要 火薬 化学 の 研究 に つなが り , マス ケッ ト 兵 ( 銃 士 隊 ) が 制限 解除 され る 。 新 た な 資源 と し て 硝石 が マッ プ 上 に 現れ る ⑥ 
活版 印刷 民主 主義 の 研究 に つなが る 
音楽 理論 J.S. バ ッ ハ の 大 聖堂 が 制限 解除 され る 
I 則 Ti 銀行 制度 経済 学 と 民主 主義 の 研究 に つなが り , 銀行 が 制限 解除 ぐれ る 
= _』 天 文学 近 渦 ス クエ ア で 結ば れ た 港 同士 が 交易 で き 、 ガ レー 朋 が 安全 に 近海 を 航行 可能 に な る 。 コ ペル ニク ス の 天文 台 と 帆 腸 が 制限 朋 除 され る 
化学 物理 学 と 冶金 学 の 研究 に つなが る 
冶金 学 職業 還 人 の 研究 に つなが り , 治 岩 圭 才 と カノ ン 砲 (火車 ") が 制限 解除 され る 
ーー 民主 主義 自由 芸術 の 研究 に つなが る 。 民主 主 華 の 政治 体制 を 取得 する 〇 
、 』 自由 半 術 シェ イク スピ ア の 劇場 が 制限 解除 され る 
ly た 洗 経済 学 アダ ム ・ ス ミス の 自由 買 易 が 制限 解除 され る 
航海 術 遠洋 スク エア で 結ば れ た 港 同士 が 質 易 で き , 帆 朋 が 安全 に 遠洋 を 航行 で きる 。 マゼラン の 世界 周航 と 探検 宗 ( コ ン キ スタ ドー ル *) が 制限 解除 され る 
物理 学 万 有 引 力 の 法則 と 電磁 気 学 の 研究 に つなが る 
電磁 気 学 山 朋 が 安全 に 遠洋 を 航行 で きる 。 ガ レオ ン 船 。 私 了 略 山 、 フ リ ゲ ー ト 艦 (マン ノウ ォ ー) が 制限 解除 され る 
職業 軍人 士官 学校 騎兵 隊 (コサック 兵 、 シ パー ヒー) が 制限 解除 され る 











性 ら 馬 万有引力 の 法則 ニュ ー ト ン の 学士 院 が 制限 解除 され る 
この 表 の 見 方 は , p.33 に あり ます 





: 0 旨 ク ノロ ジー ツリ ー 時 細 185 

















テク ノロ ジー ツリ ー 詳 細 : 工業 化 時 代 








男 石油 精製 38 


企業 - 較 内 燃 機 関 画 揚陸 作戦 角 補 還 暗 


し 画 鋼鉄 画 大 量 生産 Fe 





則 還 EE 自動 車 輸送 
困 Whmm 








19 電子 工学 














労働 者 が 鉄道 を 建設 で きる よう に な り , 新た な 資源 と し て 石 誠 が マッ プ 上 に 現れ る 。 甲 鉄 能 が 制限 解除 され る 








科学 的 手法 と 公衆 衛生 の 研究 に つなが る 














企業 と スパ イ 活 動 の 研究 に つなが り , 普通 選挙 火力 発 電 所 工場 が 制限 解除 され る 














淡水 が な く て も 港 洲 を 行え る よう に な る 。 科 学 的 手法 と 共通 規格 の 研究 に つなが る 








公衆 衛生 


池 沙 原 で 発生 する 疫病 が 減り , 病院 が 制限 解除 され る ⑥ 








共産 主義 


政治 体制 と し て 共 放 主義 を 取得 し , 書 宗 署 が 制限 解除 され る 〇 








スバ パイ 活 動 


課 幸 機関 が 制限 解除 され , これ を 作る と スバ パイ 活動 ミッ ショ ン を 行う こと が で きる 








企業 


鋼鉄 と 石油 精製 の 研究 に つなが り , 証券 取引 所 * が 制限 解除 され る 








原子 理論 の 研究 に つなが り , 進化 論 が 制限 解除 され る 








石油 精製 


内 詳 機 関 の 研 究 に つなが り , 新た な 資源 と し て 石油 が マッ プ 上 に 現れ る 〇 








4 銅 鉄 


内 燃 機 関 の 研究 に つなが る 








原子 理論 


電子 工学 の 研究 に つなが る 











内 燃 機 関 


大 量 生産 と 飛行 機 の 研究 に つなが り , 駆逐 艦 と 還 送 艦 が 制限 解除 され る 








共通 規格 


信者 の 作業 速度 が o 倍 に な り , 新た な 真湖 と し て ゴム が マッ プ 上 に 現れ る 。 大 量 生産 の 研究 に つなが り , 歩兵 , 野戦 交 , ゲ リラ ※ が 制限 解除 され る | ( 〇 ) 








飛行 機 


航空 工学 の 研究 に つなが り , 廊 恒 甘 失 *, 空港 , 戦闘 機 . 爆撃 機 が 制限 解除 され る (@) 








- 揚陸 作戦 


海 呈 隊 が 制限 解除 され る 








大 量 生 産 





自動 車 輸送 と 揚陸 作戦 の 研究 に つなが り , 商用 港 ま , 航空 久 艦 , 戦艦 洪水 能 が 制限 解除 され る 








電子 工学 





自動 車 輸送 と 無線 通信 の 研究 に つなが り ,. フー バー ダム と 水 旋 発 電 が 制限 解除 され る (@】 








航空 工学 


空 括 部 隊 と へ リコ プター が 制限 解除 され る 





自動 車 輸送 


空 工学 の 研究 に つなが り , 戦車 (パン ツァ ー 戦 車 ) が 制限 解除 され る 








無線 通信 





セー ショ ン 














航空 工学 の 研究 に つなが り , レー 却 一 書 と 民間 防衛 * が 制限 解除 され る 
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EEZZ 瑞 


合成 織 維 ステ ルス 技術 





ロケ ッ ト エ 学 一 P 回 還 昌 必 行 回 。 四 和 


人 工 衛 星 一 誠 】 巡 合 防衛 


ne Nr レー ザー 1 リ イ テク 兵器 ブ 
ロボ ッ ト 工 学 


尾 コン ロタ 上 gm 上 IO 技術 Guam 遺伝子 工学 









































































科学 技術 名 称 効果 の 解説 。 。 | 本 
四 后 困 久 三 合成 繊維 と リサ イク ル の 研究 に つなが り , 公共 交通 機関 と ソー ラー 発電 所 が 制限 解除 され る ⑥ 
ロケ ッ ト 工 学 。 地 対 空 ミサ イル 基地 . ジェ ッ ト 戦 園 機 (F-15) 巡航 ミ サイ ル が 制限 解除 され , 新た な 資源 と し て アル ミニ ウム が マッ プ 上 に 現れ る | ( ひ 
核 分 吾 国際 連合 , マンハッタン 計画 原子 力 潜水 艦 が 制限 解除 され , 新た な 資源 と し て ウラ ン が マッ プ 上 に 現れ る (@) 

コン ピュ ー タ レー ザー と |C 技 術 の 研究 に つなが り , SETI 計 画 、 研 究 施設 , 機械 化 歩兵 が 制限 解除 され る 
リサ イク ル リサ イク ル セ ン ター が 制限 解除 され る 

3 宇宙 飛行 人 衛星 と 超 伝導 の 研究 に つなが り , アボ ロ 計 画 , 宇宙 朋 の エン ジン , 宇 自 般 の コク ピッ ト , 宇宙 舶 の ドッ キン グ ベ イ , 戦術 核 が 制限 解除 され る | ( 〇 

原子 カ レー ザー の 研究 に つなが り , 原子 力 発電 所 が 制限 解除 され る 
IC 技 術 遺伝 子 工学 と ロボ ッ ト 工 学 の 研究 に つなが り , イン ター ネッ ト ま , 浮島 が 制限 解除 され る 

合成 繊維 ステ ルス 技術 の 研究 に つなが り , 宇宙 朋 の 外 殻 , 宇宙 船 の 冷凍 性 眠 室 , 宇宙 舶 の 物質 肝 蔵 庫 現 代 機甲 部 隊 が 制限 解除 され る | ( ひ 
超 伝 導 統合 防衛 の 研究 に つなが り , 宇宙 舶 の 生命 維持 装置 , 宇宙 船 の 燃料 電池 が 制限 解除 され る (W) 
人 工人 衛星 統合 防衛 と 人 ハイ テク 兵器 の 研究 に つなが り , 宇宙 船 の スラ スタ ー と ICBM が 制限 解除 され る () 
三 妙 三 ハイ テク 兵器 と ロボ ッ ト 工 学 の 研究 に つなが り , 宇宙 船 の パー ティ ー ラ ウン ジ が 制限 解除 され る @) 

"貴信 子 工学 ガン の 治療 法 と 不老 長寿 が 制限 解除 され る 

ステ ルス 技術 ステ ルス 戦闘 機 と ステ ルス 爆撃 機 が 制限 解除 され る 
八 イ テク 兵器 統合 防衛 の 研究 に つなが り . ステ ルス ユニ ッ ト と F-15 が 精密 爆撃 を 実行 で きる よう に な る 
口 ポ ッ ト 工 学 。 製造 プラ ント . イー ジス 骨 . レー ダー 砲 が 制限 解除 され る 
統合 防衛 戦略 ミサ イル 防衛 が 制限 解除 され る 



















p.30 一 p.33 に 掲載 され て いる テク ノロ ジー 


効果 の 解説 の 表記 --ー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー 
NNMed は 人 
登場 し 


ツリ ー と その 解説 で の 色分け は , 以下 の よう に 行っ て いま す 。 





ユニ ッ ト は 赤色 都市 改善 は 青色 政治 体制 は オレ ンジ 色 資源 は 紫色 環境 改善 は 
ます 





デル ク 

















で 囲ま れ て いる 科学 技術 は , その 時 代 に お いて 重要 度 の 高い 科学 技術 を 指し て いま す 。 ま た 効果 の 解 

















2 
ろ に ある ^ 重 要 








旧 二 
度 ” は , 科学 技術 の 開発 べき 優先 順位 を 表 





し て お り , 〇 が 最 優 先 . 〇 が 優先 と な っ て いま す 。 















の 後 





a6 呈 詳 ッ ロジ ー ツ リー 詳細 |.37 











プレ イ ザ ワー ルド 
対応 上 





jpyiforGamer.net (http://Www.4gamer.net/) 


92001-2008 infegrames lnteractive 語 mc. All Rights Heserved. Manufactured and marketed by / 
Infegrames 語 Inc 還 New York, Ny 仁 All trademarks are the property of their respective owners. Sid 

IMelerls Givilizatiom 較 Ciw 還 nd Givilization are U.S. registered trademarks. Firaxis Games is a FIR 人 へ XXIS Hg7 パ | 土 :】 
iademark of 呈 raxis。GamesIne Uses Bink Video。 Copyright'G 1997-2003 by RAD Games Tools. 

lnc』Uses Miles Sound System. Copyright G' 1991-2003 by AD Games Tools. Inc. PartNo.300086-4 








